


















授 業 科目 担 当 教 員

（必）人間科学概論

車位数 1 年次 1 学期 1 時間数

2 I 1 前期 3 0 （文化人類学博士）李 賢珠く非常勤講師＞

授業概要
この授業では、人間科学の基礎である「人間とはどのような存在か？」の質問に対し、文化及

び医療人類学の視点から世界中の人間の身体への捉え方を考えていきます。 人類は進化の過
程で様々な身体的特徴を獲特し、独特の文化を持つようになりました。 同時に、人類の身体は個
別の物質的存在にとどまらず、 社会性を持ち、 つながりのなかで共感能力を高めていきました。
文化や社会との関連から身体について考えることを通じて、 将来リハビリテ ー ションのなかで
人間の身体を扱う職業人としての知識・教養を養っていきます。

学習目標
1. 進化の過程からみた人類の身体と文化の特徴を理解する。
2. 人間の身体を文化や社会との関連から理解する。

授業計画
回 主 題
1 授業の趣旨。概要の説明
2 進化の過程からみた人類の身体と文化(1)
3 進化の過程からみた人類の身体と文化(2)
4 進化の過程からみた人類の身体と文化(3)
5 Testl 
6 身体と社会(1)
7 身体と社会(2)
8 身体と社会(3)
， 身体と社会(4)

1 0 Test2 
1 1 身体発達と老化
1 2 身体発達と老化
1 3 人体と飲食
1 4 人体と飲食
1 5 期末試験

履修の認定
授業中に提出してもらう課題及びテスト
期末試験

教科書
使用しません。 毎回ハンドアウトを配付します。

参考書
授業中に適宜紹介しますが、 参考書として以下を紹介しておきます。

明和政子『ヒトの発達の謎を解く』（筑摩書房、2019年）
Wiley, Andrea S. and Allen, John S. (2013). Medical Anthropology: A Biological 
Approach. New York: Oxford University. 
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（必）悶会：昌：：は既論 1
車1

：
数

1
年次

1 こ悶 I｀呵ぞ I（社会福祉：修士［稲垣：代＜悶常勤講師＞
高知県立大学助教社会福祉学部

授業概要
社会福祉の概念、法制、方法、動向などの基礎知識を習得する。さらに、具体の事例から、

社会福祉の対象者が直面する「暮らしづらさ」とそれを支える社会福祉援助活動について考察
することにより、実践科学としての社会福祉について理解を深める。講義を中心に展開する。

学習目標
1.社会福祉にかかわる基礎知識を習得する。
2.社会福祉援助活動の基本的枠組みについて理解する。
3.社会福祉実践における専門性と理学療法士、作業療法士が有する専門性の共通項と差異を

認識し、臨床場面において社会福祉専門職と連携を図るために必要な視点を習得する。

授業計画

回 主
I I社会の仕組みと人びとの暮らし

2 I社会福祉とはなにかI （社会福祉の理念と概念）

3 I社会福祉とはなにかII （社会福祉の対象と機能）

4 I社会福祉の歴史

5 I社会福祉とニ ー ド

6 I社会福祉にかかわる法律・制度・施策I

7 I社会福祉にかかわる法律・制度・施策II

8 I社会福祉にかかわる法律・制度・施策m

9 I社会福祉に従事する人びと

I o I社会福祉援助活動の基本的枠組みI

I 1 I社会福祉援助活動の基本的枠組みII

1 2 I社会福祉援助活動の展開I

I 3 I社会福祉援助活動の展開I

1 4 I まとめ

I 5 I試験

履修の認定

出席(30%)、期末試験（筆記試験、レポー ト課題）（70%）を基準に、平常点を考慮し
評価する。

教科書
1.七訂版社会福祉概論 西村昇・日開野博・山下正國編 中央法規出版

参考書
授業中に適宜紹介する。
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授業科目

（必）日本語表現法

単位数 1 年次 I 学期 1時間数1 担 当 教 員

2 I 1 後期 3 0 （文学修士）公文 素子〈非常勤講師＞

授業概要
漢字や句読点、 誤用表現、 敬語など、 社会人として必要な日本語力を身に付ける。 また、 自

分の考えや意見を相手に「説得力」を持って伝えるために、 必要な考え方や文章の書き方を段

階的に学んでいく。

学習目標
1. 「正しい」日本語が使える

2. 簡潔で、 要領を得た表現力を身に付ける

3. エ ッセイ（相手に説得力を持って伝える文章）の書き方、 書く際の考え方の習得

4. 話し手の意図を理解したコミュニケ ーション能力の習得

授業計画

主 題

1 オリエンテ ーション ー マッピング用紙を用いた自己紹介—

2 漠字（同音異義語・同訓異字を含む）

3 句読点

4 見やすい表記①

5 見やすい表記②

6 日本語の誤用表現

7 敬語①

8 敬語②

9 アカデミックワ ー ドと日常語

1 0 「エ ッセイ」とは 一エッセイを書く（「自由に」書いてみよう） 一

1 1 エッセイを書く：ブレインスト ー ミングシー ト・アウトラインシー トの書き方

1 2 アウトラインシートの訂正①

1 3 アウトラインシートの訂正②

1 4 アウトラインの訂正③、 清書

1 5 後期試験

履修の認定
出席・エッセイ（ブレインストーミングシート ・ アウトラインシートも含む）の提出・試験

による総合判断

注意事項

積極的参加

教科書
特になし

参考書
1. 5段落エ ッセイ指導で日本の子供が変わる 松本輝彦 リーブル出版

2. 大学生のための日本語トレ ーニング （ドリル編）安部朋世他編 三省堂

3. 美しい日本語と正しい日本語が身に付く本 日経BP社

4. 大学生のための日本語表現実践ノ ート 米田明美、 蔵中さやか、 山上登志美 風間書房
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授 業 科目

（必）保健用語

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数

2 1 I 前期 I 3 o

担 当 教 員

（医科学修士）箭野 豊く本校講師＞

作業療法士

授業概要

医療業界に携わるにあたり、 多職種との共通言語としての保健用語を習得し、 単語の理解から長文作成、

文献抄読を実践する。

学習目標
1. 保健用語習得の必要性が説明できる。

2. 保健用語を理解し、 常用語にも言い換えることができる。

3. 保健用語を日本語表記と英語表記できる。

4. 医療文章の理解 ・ 要約・作成ができる。

授業計画

回 主 題

1 保健学用語とは

2 医療・保健関連用語

3 JI 

4 II 

5 中間試験

6 リハビリテ ー ション関連用語

7 II 

8 JI 

， II 

1 0 医療報告文作成

1 1 ＂ 

1 2 文献抄読

1 3 II 

1 4 II 

1 5 定 期 試 験

※授業の進行によって、 内容 ・ 中間試験は前後する場合がある（事前連絡する）

履修の認定
提出物、 定期試験、 中間試験、 口頭試間、 出席状況、 授業態度、 持参物を勘案して認定する。

提出物は、 ①授業で配布されるプリントを指定のファイルに収める、 ②配布プリントに授業内容を記入す

る、 ③授業順に配列し整理する、 ④指定された期日を守り提出する。 以上の4点を評価する。

ノ ート作成ファイル ・ 筆記用具を必ず持参すること。

教科書
配布資料を使用

準備物

ノ ートパソコン（タブレット端末可）
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担 当 教 員授 業科 目

（必）基礎英語

単位数 1年次 1学期 1時間数

2 I 1 後期 3 0 （学術修士）宮本祥子く本校講師＞

理学療法士

授業概要
医療現場・ リハビリテ ーション現場で必要と思われる定形表現を身につけることが第一の目

標である。 講義では、定型表現に使われる初歩的な文法を再学習し、応用表現も練習する。 第二

の目標はリハビリテ ーションに関する基本的な専門用語を覚えることである。 ここでは、専門用

語と実際の身体運動とを一 致させられるような練習にも取り組む。

学習目標
1. 病院内で交わされる基本的な日常会話表現がわかる。

2. 基本的な文法を復習し、 短文が作れるようになる。

3. リハビリテ ーション分野の基礎となる専門用語がわかる。

授業計画

回 主 題

1 自己紹介をする

2 医療職種の名称

3 検査に関する表現

4 院内各科の名称の表現

5 既往歴に関する表現

6 不調・痛みを訴える（症状と身体部位の表現）

7 まとめ

8 中間試験

9 身体部位の表現

1 0 骨格系に関する用語

1 1 身体部位と関節遍動に関する用語(1)

1 2 身体部位と関節運動に関する用語(2)
1 3 筋系に関する用語

1 4 方向を表す語

1 5 期末試験

履修の認定
筆記試験90%、 出席状況 と受講状況（課題の提出を含む）10%

教科書
毎回担当教員が作成したプリントを配布する。

注意事項
基本的に毎時間終了後に授業ノ ートの提出を求める。評定に加味するので丁寧に仕上げること。

参考書

1. リハビリテ ーションの基礎英語 第3版清水雅子（編著） MEDICAL VIEW 2017

2. 医療職が覚えておきたい運動・動作の英語表現 飯田恭子 医学書院 2007 

3. リハビリテ ーション医学・医療用語集第8版 日本リハビリテ ーション医学会編 2019 

4. キクタンメディカル〈l〉人体の構造編一聞いて覚える医学英単語（英語でつなぐ世界と

いのち医学英語シリ ー ズ） 高橋玲 アルク 2010 
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授 業科目
（必）医学英語

単
門冒 I:：『□9| （保健：修士）�片岡耳：戸：こ髯師＞

作業療法士

授業概要
）ハビリテ ー ション医学分野で使われる専門用語を英語および日本語で理解し、表現できる

ことを目標に、単語・単文・会話・論文それぞれのレベルで医学的知識の整理とアップデー ト
を行う。

学習目標
1. リハビリテ ー ション医学の基礎的な専門英語を単語レベルで英語および日本語で理解と表

現ができる。
2.専門用語を用いて、 文章表現や会話ができる。
3.医学英語論文を検索し、構成と概要を理解できる。

授業計画
回 主 題
1 基礎医学英単語 ① 
2 II ② 
3 II ③ 
4 医学英語の文章表現①
5 II ② 
6 II ③ 
7 医学英語の会話表現①
8 II ② 
， II ③ 

1 0 医学論文の構成 ① 
1 1 II 検索 ② 
1 2 II 抄読 ③ 
1 3 II 抄読会 ④ 
1 4 まとめ
1 5 定期試験

履修の認定
筆記試験(80%)、出席状況(10%)、授業態度・提出物等(10%）により認定する。

教科書
1.配布資料

参考書
1.リハビリテ ー ションの基礎英語 第3版
2. PT· OTが書いたリハビリテ ー ションの英会話

メジカルビュ ー

メジカルビュ ー
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授 業科目

（必）情報処理入門

授業概要

単位数I年次I学期I時間数

1 I 1 I 前期 I 1 5 

担 当 教 員

（経営修士）桂 雅俊 く本校講師＞
作業療法士

本授業は、 近年の医療業界における情報・通信・メディア技術の多様化に対応するための基礎的な機器・
ソフトウェア操作を学び、 個人情報を取り扱う医療職としての知識と技術を身につけることを目的とする。

また、 社会人として必須であるビジネスメールの作成を通して学内外における連絡手段方法を身に付けら

れるように実践を通して説明を行う。

学習目標
1. コンピュー タの仕組みや周辺機器等について理解し、 基本的な操作方法を習得する。

2. 学術的な文書作成能力「アカデミック・ライティング」を身につける。
3. 情報漏洩の対策や個人情報の管理など、 セキュリティ対策の基礎的知識を身につける。

授業計画

回 主 題
1 オリエンテー ション(Googleアプリ・学生E-mailアドレスの設定と利用方法）

2 情報演習室の利用方法、 情報教育（個人情報保護、 ビジネスメールマナー）
3 Microsoft Office Wordの操作実習①

4 Microsoft Office Wordの操作実習②

5 Microsoft Office PowerPointの操作実習

6 プレゼンテー ション発表会①

7 プレゼンテー ション発表会②

8 プレゼンテー ション発表会③

履修の認定
プレゼンテー ション発表会(90%)、 出席・学習態度など(10%）の結果を総合的に勘案し認定する。

教科書
特に指定しない。 必要に応じて資料の配布を行う。

参考書

1. キー ワ ードで学ぶ最新情報トピックス2016／日経BP社
2. 大学生の情報基礎第3版／日経BP社

＊その他の参考資料については適宜紹介する。
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授業科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 -昌: • ヽ

（必）医療コミュニケー ション論 1 1 前期 1 5 （学術修士）筒井 典子く非常勤講師＞

人・みらい研究所 代表

中村 覚く非常勤講師＞

人 ・ みらい研究所

授業概要

医療現場においては「疾病」 「患者」を見るのではなく、 その人全体を見ていくことが医療

従事者の責務である。 それには、 現場での良い人間関係を構築す ることが必須となる。

そのためにコミュニケーションの基礎技術を身に付けプロとしての人間関係を豊かに築いていけるよう、

医療サー ビスマインド論をベースとした、 傾聴・ストロ ー ク（人との関わり） ・ ビジネスマナ

ー を身につ け る。 また、 障がいを持つ方々を理解し寄り添える よ う 、 ユニバー サル ・ マナ ー で

様々な障がいについての知識を学び、 体感し、医療ホスピタリティを向上させ、 人としての感

性を豊かに築いていく。

学習目標

・専門力と同様に、 裔い人間力を育てる。

．弱者にも心を寄せられる、 人としての感性を育てる。

•自分で考え判断し責任を持つ、 自律性を裔める。

授業計画

回 主 題

1 ストロ ー ク

2 傾聴

3 医療サー ビスマインド論、 マナー

4 医療コミュニケー ション

5 ユニバー サル ・ マナー

6 医療ホスピタリティ向上演習

7 障がいケ ーススタディー①

8 障がいケ ーススタディー②

履修の認定

担当

筒井・中村

筒井・中村

筒井

筒井

筒井・中村

筒井・中村

筒井・中村

筒井・中村

2コマに1回のレポート提出。 特に最終回の2コ マは出席必須で、 そのレポート内容に より、

単位取得となる。

教科書

特に使用せず、オリジナル資料で学ぶ。

参考書

参考書については、適宜紹介する。
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授 業科目

（必）保健体育

授業概要

単位数 1 年次 1 学期 1時間数

1 I 1 前期 3 0 

担 当 教 員

神家 一成く非常勤講師＞

高知大学 名誉教授

本授業では、 日常的で行い易い運動や非日常的で行い難い運動に取り組み、 自由自在に行え

る心地よさや楽しさを味わったり、 思い通りにならない自己の身体に出会った時の不安感やも

どかしさを感じたりする体験を通して、 運動と身体との関りについて学習する。

運動の内容としては、 ストレッチング、 ジョグ＆ウオー キング等の用具を用いない運動やロ
ー プ、 ボ ール、 ディスク等の用具を用いた多様な運動を個人やペア及びグルー プで行う。

学習目標
1. 自己の心と体が互いに関係していることや他者の心や体とも関わっていることを理解する

ことができる。

2. 各種技芸やスポー ツの運動技能の獲得を目指し、 粘り強く取り組むことができる。

3. 健康に対する運動の効果に関心を持つことができる。

授業計画

回 主 題

1 オリエンテ ーション、 各種のストレッチング

2 体ほぐしの運動、 コー ディネーショントレー ニング

3 ウオー キング、 ジョギング

4 短なわとび：移動とび、 ペア跳び、 一跳躍二回旋とびバリエ ーション

5 長なわとび：ダブルダッチ①

6 長なわとび：ダブルダッチ②

7 ボールを使った運動

8 ボールを使ったスポー ツゲー ム①

， バランスボールを使った運動①

1 0 バランスボールを使った運動②

1 1 リングを使った運動①

1 2 リングを使った運動②

1 3 ディスクを使った運動

1 4 ディスクを使ったゲー ム

1 5 ボ ールを使ったスポー ツゲー ム②

履修の認定

授業への積極的な参加(50%)、 技能向上に向けた努力と仲間への協力(30%)、 技能や戦

術の獲得(20%)などの観点から、 総合的に評価する。 実技試験は行わない。

注意事項
0スポー ツ活動に相応しい服装と体育館用のシュー ズを着用すること。

0授業中の水分補給を許可する。 ただし、 フロアを濡らさないように留意すること。

0許可された場合以外は、 授業中の携帯電話使用を禁止する。

教科書
使用しない。 必要な情報は随時作成して提示する。
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授 業科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 -昌9- 、

（必）人体の構造機能入門 1 1 前期 1 5 （学術修士）萩原 賢二く本校講師＞

作業療法士

（医科学修士）稲富 惇ー く本校講師＞

作業療法士

授業概要
人体の骨格系、 筋系について、 基本的な名称、 部位を理解し身につける。 また、 生体の機能とそのメカニ

ズムについて、 生き物であるヒトの「正常な状態」である健康なわれわれの体の中のしくみがどのように

なっているのかを学ぶ。 それが病気や障害のある状態を理解する基準となるものとなる。 この授業は「人
体の構造I」、 「人体の機能I」に先駆けて開講し、 基礎的な用語の理解とメカニズムについて学ぶ。

学習目標
1. 体内のメカニズムの全体像を知ることで、 体の正常な状態の仕組みを理解する。

2. 解剖学で学ぶ人体の構造と、 生理学で学ぶ人体の機能のつながりを理解すること。

3. 全身の骨格・筋について、 主要な部位の名称が言え、 触知できる。

4. 重要事項をノ ー トにまとめることができる。

授業計画

回 主 題

1 神経の基本的機能①：神経細胞の構造、 静止膜電位と活動電位

2 神経の基本的特徴②：興奮の伝導と伝達

3 神経の基本的特徴③：筋肉の収縮メカニズム（興奮収縮連関）

4 神経の基本的特徴④ ：筋収縮のエネルギー (ATP産生過程）

5 骨格系：全身の骨名称、 ランドマーク

6 筋 系①：主要な骨格筋の名称と働き

7 筋 系②： II 

8 定期試験

履修の認定
筆記試験、 出席、 学習態度、 提出物 など

教科書
1. シンプル生理学：貴邑 ・根来共著 南江堂

2. 標準解剖学：坂井健雄 著、 医学書院 2017年第1版

3. 配布資料

参考書
1. はじめての生理学：常瀬規嗣監修 ナツメ社

2. カラー人体解剖学 構造と機能：ミクロからマクロまで F. H. マティ ーニ 西村書店

3. 改定第2版 骨格筋の形と触察法：河上敬介 磯貝香 他 著、 大峰閣
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授 業科 目

（必）人体の構造I

授業概要

単位数 1年次 1 学期 1時間数

3 I 1 前期 4 5 

担 当 教 員

（獣医学博士）大迫 洋治く非常勤講師＞

高知大学准教授 医学部解剖学講座

本科目では人体を構成する細胞および4つの基本組織について学習し、 これらによって成り立っている

骨、 筋および神経系（特に末梢神経系）の構造について具体的に理解できるよう講義する。 骨、 筋、 神経が

運動において密接に関与し合っていることを理解する。

学習目標
1. 細胞の基本構造および身体がどのような基本組織で構成されているかを理解する。

2. 人体を構成する骨および骨格の構造やその機能について理解する。

3. 人体の運動に関与する骨格筋について理解する。

4. 脳神経および脊髄神経について理解する。

授業計画

回 主 題

1 総論1:人体の構成単位
2 総論2:細胞の基本構造

3 総論3:身体の区分・面や方向を示す用語、 骨の構造

4 総論4:筋の構造・関節の形態と可動域

5 総論5 :神経系の区分

6 総論6 :神経系を構成する細胞

7 上肢1:上肢の骨•関節

8 上肢2:上肢帯・上腕の筋

， 上肢3:前腕・手の筋

1 0 上肢4：腕神経叢
1 1 下肢1:下肢の骨•関節
1 2 下肢2:大腿の筋

1 3 下肢3:下腿・足の筋
1 4 下肢4:腰神経叢・仙骨神経叢
1 5 頭頸部・体幹1:頭部の骨
1 6 頭頸部・体幹2:椎骨
1 7 頭頸部・体幹3:胸郭の骨
1 8 頭頸部・体幹4:頭頸部と体幹の関節
1 9 頭頸部・体幹5 :頭頸部の筋
2 0 頭頸部・体幹6 :体幹の筋（胸部の筋）
2 1 頭頸部・体幹7 :体幹の筋（腹部・骨盤底の筋）
2 2 頭頸部・体幹8 :体幹の筋背部（背部の筋）

2 3 人体の構造Iまとめ

履修の認定
期末筆記試験および出席率．授業態度により総合的に評価する。

教科書
1. プロメテウス解剖学アトラス コンパクト版第2版：坂井建雄著、 医学書院2019年

2. 解剖学(PT · OTビジュアルテキスト専門基礎）：町田志樹著、 羊土社 2018年
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授 業科 目
（必）人体の構造II

単
竺門

年次

1 こ悶 I竺
晶

:
数

|（獣医学博［：大；
i

洋：
し

く非：
し

勤講師＞
高知大学准教授 医学部解剖学講座

授業概要
本科目では中枢神経系の構造について学習し、運動および感覚情報がどのように伝導されるか理解する。

さらに、内臓についても学習する。構造物の名称を正確に覚えることはもちろんのこと、それぞれの構造物
が機能を発揮するために都合のよい形に分化し、互いに協調し合って、体全体の機能を担っていることを理
解する。

学習目標
1.脳と脊髄の構造を理解し、運動と感覚の伝導路について説明できる。
2.心臓の構造について理解する。
3.主な血管およびリンパ管の走行を図示でき、血液とリンパ液の流れを説明できる。
4.肺の構造と呼吸運動について説明できる。
5.消化管の位置・形態・機能について簡

単
な絵を描いて説明できる。

6.腎臓の構造および尿路について説明できる。
7.受精から誕生まで、ヒトの発生についての概略を説明できる。

授業計画

回 主 題
1 神経系1 :灰白質・白質・脳室・髄膜
2 神経系2:大脳1
3 神経系3 :大脳2
4 神経系4:小脳・脳幹
5 神経系5 :脊髄の下行路1
6 神経系6 ：脊髄の下行路2
7 神経系7 ：脊髄上行路（感覚の分類）
8 感覚器系1 ：視覚器
， 感覚器系2 ：平衡聴覚器

1 0 循環器系1 :肺循環と体循環・リンパ・血管の構造
1 1 循環器系2 :心臓1
1 2 循環器系3 :心臓2
1 3 循環器系4 ：全身の動脈・脳底の動脈
1 4 循環器系5 ：全身の静脈
1 5 呼吸器系1 :鼻・喉頭・気管・気管支
1 6 呼吸器系2 :肺
1 7 消化器系1 :口腔・舌・歯．咽頭・食道
1 8 消化器系2 :胃・小腸・大腸
1 9 消化器系3 :肝臓・膵臓
2 0 泌尿器系1 :腎臓
2 1 泌尿器系2 :尿管・膀脱・尿道
2 2 生殖器系1 ：男性生殖器
2 3 生殖器系2 :女性生殖器
24 人体の構造IIまとめ

履修の認定
期末筆記試験および出席率．授業態度により総合的に評価する。

教科書
1.プロメテウス解剖学アトラスコンパクト版第2版：坂井建雄著、医学書院2019 年

2.解剖学(PT · OTビジュアルテキスト専門基礎） ：町田志樹著、羊土社 2018 年
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授業科目

（必）人体の機能I

単位数I年次I 学期I時間数
3
 

1 I 前期 I 4 5 

担 当 教 員

（医博）椛 秀人 く非常勤講師＞

裔知大学名誉教授

授業概要

近代生理学の生みの親と言われるクロ ー ド ・ ベルナールは、 広範な研究から「内部環境の恒常性」の基本

概念に到達した。 細胞は生命活動の単位であり、 それが正常に機能するためには細胞を取り巻く環境、 すな

わち細胞外液が一定の状態に維持される必要がある。 細胞外液は細胞が生存するための環境であり、 内部環

境と呼ばれている。 内部環境の組成の調節には複雑な機構が働いており、 それぞれの細胞はそれらの細胞内

組成を調節する独自の機構を保持している。キャノンは、この内部環境の恒常性をホメオスタシスと呼んだ。

健常者では、 身体内外の環境の変化に応じて、 体内環境の恒常性（ホメオスタシス）が維持されている。

病気とはこの恒常性が乱れた状態にほかならない。 ホメオスタシスは動的な平衡状態を意味しており、 生体

にはフィ ー ドバック機構、 適応など、 ホメオスタシスの維持にかかわる巧妙な仕組みが存在している。 生理

学の主な研究テー マの一つは、 ホメオスタシスがどのようなメカニズムで発現維持されているかについて解

明することにある。
人体の機能は、 二つの群に大別される。 血液循環、 呼吸、 消化吸収、 内分泌などのように生命を維持する働

きと、 神経、 感覚、 運動などのように生命を活用する働きである。 前者を植物性機能、 後者を動物性機能と呼
ぶ。 人体の機能Iではリハビリテーションに深く関わる動物性機能について学修する。 近年、 脳卒中によって
手足が麻痺しても、 リハビリテーションによって運動機能が回復するメカニズムが神経可塑性で説明できるよ
うになった。 この神経可塑性のメカニズムについても理解を深める。

学習目標

1. 内部環境とは何か、 また、 ホメオスタシスとどのような関係にあるかについて説明できる。

2. 活動電位とシナプス電位（興奮性・抑制性）の発生機序を説明できる。

3. シナプス可塑性の代表例としてのテタヌス後増強、 長期増強、 長期抑圧を説明できる。

4. 骨格筋における興奮収縮連関を説明できる。

5. 自律神経の機能をシグナル伝達の視点から説明できる。

6. 感覚（体性感覚、 内臓感覚、 聴覚、 平衡感覚、 視覚、 嗅覚、 味覚）の受容の仕組みと伝導路を説明でき

る。

7. 下行性伝導路外側系、 下行性伝導路内側系の起始細胞、 投射経路、 脊髄の終止部位をあげ、 機能の違い

について説明できる。

8. 脊髄反射（伸張反射、 逆伸張反射、 屈曲反射）を説明できる。

9. 伸張反射におけるa-y連関の意義を説明できる。

10. 随意運動の制御系を説明できる。

11. 大脳基底核（線条体、 淡蒼球）の線維連絡と機能を説明できる。

12. 小脳系の線維連絡と機能を説明できる。

13. 大脳皮質連合野の細胞構築学的特徴を説明できる。

14. 大脳皮質連合野の損傷による高次機能障害(3種類）を列挙し、 その内容を説明できる。

15. 頭頂連合野、 側頭連合野および前頭連合野の機能を説明できる。

16. 発達脳（大脳皮質視覚野細胞）の可塑性の特徴を説明できる。

17. 下記の用語を用い学習と記憶について説明できる。

非連合学習 連合学習 手続き的記憶 記述的記憶 短期記憶 長期記憶 固定化

再固定化 健忘症患者 海馬 シナプスの可塑性

18. 情動に伴う諸現象について説明できる。

19. 覚醒系と催眠系について説明できる。
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授業計画

履修の認定

回 主 題

1 序論：生体機能系、 内部環境、 ホメオスタシス、 制御機構

2 神経の基本的機能：静止膜電位、 活動電位、 興奮の伝導、 シナプス伝達とその可塑性

3 筋肉の基本的機能：筋収縮の仕組み、 興奮収縮連関、 骨格筋と平滑筋・心筋との比較

4 神経系の機能／概説：中枢神経系、 末梢神経系（体性神経系と自律神経系）

5 感覚機能（1) :総論

6 感覚機能（2) :体性感覚と内臓感覚

7 感覚機能(3) ：聴覚

8 感覚機能(4) ：平衡感覚

9 感覚機能(5) ：視覚(1)

1 0 感覚機能(6) ：視覚(2)

1 1 感覚機能(7) ：味覚

1 2 感覚機能(8) ：嗅覚

1 3 運動機能（1) :筋と運動ニュ ー ロン、 脊髄

1 4 運動機能（2) :脊髄、 脳幹

1 5 運動機能(3) ：大脳皮質

1 6 運動機能(4) ：大脳基底核、 小脳

1 7 大脳皮質連合野（1) :大脳皮質連合野の機能総論、 頭頂連合野の機能

1 8 大脳皮質連合野(2) ：側頭連合野の機能、 前頭連合野の機能

1 9 高次神経機能(1) ：発達脳の可塑性、 脳の部分損傷後の神経回路の再構成

2 0 高次神経機能（2) :学習と記憶

2 1 高次神経機能(3) ：学習と記憶の細胞機構

2 2 高次神経機能（4) :情動、 覚醒と睡眠

筆答試験により行う。

教科書

1. シンプル生理学 改訂第8版 貴邑 冨久子、 根来 英雄 著 南江堂 2021

参考書
1. 標準生理学 第9版 本間研ー 監修 医学書院 2019

2. 第4版 カラ ー 図解 人体の正常構造と機能 坂井 建雄、 河原 克雅 編集 日本医事新報社 2021
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授業科目
（必）人体の機能II

単位数 1 年次 1 学期 1時間数 1 担 当 教 員
3 I 1 後期 4 5 （医博）椛 秀人く非常勤講師＞

高知大学名誉教授

授菓概要

植物性機能が多くの分子群や細胞群の働きと、 その相互作用によって、 さらにはそれらが作り上げる器官
や個体レベルの働きによってどのように統御され、 全体としてホメオスタシスを維持しているかについて学
修する。

学習目標

1. ホルモンを構造と作用機序から分類できる。
2. ホルモン分記の調節機構（ネガティブフィードバック）の例をあげて説明できる。
3. 視床下部ホルモン ・ 下垂体ホルモンの名称、 作用、 相互関係を説明できる。
4. 甲状腺ホルモンの産生・作用。分泌調節機構を説明できる。
5. 副甲状腺ホルモンとカルシウム代謝（ビタミンDとカルシトニンを含む）を説明できる。
6. 副腎皮質ホルモン、 アルドステロンの作用と分泌調節機構を説明できる。
7. カテコ ールアミンの合成。代謝経路と作用を説明できる。
8. インスリン、 グルカゴンの作用と分泌調節機構を説明できる。
9. 運動、 食後、 絶食時の血糖値の恒常性維持機構を説明できる。

10. インスリン欠乏が原因で昏睡・死に至る過程を説明できる。
11. 糖尿病の成因を分類し説明できる。
12. 内生殖器と外生殖器の分化過程を説明できる。
13. 性周期発現の機序を説明できる。
14. 精子形成の過程を説明できる。
15. 授乳のメカニズムを説明できる。
16. 栄養補給系の全体像を説明できる。
17. 唾液 ・ 胃液・膵液 ・ 胆汁の組成と分泌調節機構を説明できる。
18. 小腸運動の特徴を説明できる。
19. 小腸粘膜細胞の刷子縁膜における糖質の消化吸収機構を説明できる。
20. 体循環と肺循環を説明できる。
21. 心筋細胞の電気現象と刺激伝導を説明できる。
22. 心周期に伴う血行動態を説明できる。
23. 血圧調節のメカニズムを説明できる。
24. 毛細血管領域における物質交換の機序を説明できる。
25. リンパ管とリンパ節の構造と機能を説明できる。
26. 呼吸運動のメカニズムを説明できる。
27. 呼吸中枢を介する呼吸調節のメカニズムを説明できる。
28. 肺の換気血流比を説明できる。
29. 血液における酸素 ・ ニ酸化炭素の運搬の仕組みを説明できる。
30. 呼吸と酸塩基平衡の関連を説明できる。
31. 腎糸球体におけるろ過の機序を説明できる。
32. 尿細管各部における再吸収 ・ 分泌機構および尿の濃縮機序を説明できる。
33. 浸透圧と体液量の調節機構を概説できる。
34. 腎に作用するホルモン ・ 血管作動性物質の作用を説明できる。
35. 排尿のメカニズムを説明できる。
36. 体温調節のセットポイントを説明できる。 セットポイントと核心温の負のフィードバック調節との関係

を説明できる。
37. 発熱の機序を説明できる。
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授業計画

1 内分泌（1) :内分泌総論

2 内分泌（2) :視床下部ー下垂体系

3 内分泌（3) :甲状腺

4 内分泌（4) :カルシウム代謝

5 内分泌（5) :副腎

6 内分泌(6) ：膵島

主 題

7 生殖（1) :生殖腺・脳の性分化、 思春期、 女性の生殖機能

8 生殖（2) :男性の生殖機能、 妊娠・分娩・授乳

9 消化と吸収（1) :消化管の機能の概要、 唾液、 胃液

1 0 消化と吸収（2) :膵液、 胆汁、 運動

1 1 消化と吸収（3) :消化、 吸収

1 2 血液（1) :血球

1 3 血液（2) :止血、 血液型

1 4 循環（1) :心臓

1 5 循環（2) :心電図

1 6 循環（3) :心周期、 血液循環

1 7 循環(4) ：循環系の調節

1 8 呼吸（1) :呼吸のメカニズム

1 9 呼吸（2) :ガス交換、 呼吸調節

2 0 腎臓(1) ：尿生成

2 1 腎臓（2) :尿の濃縮、 水・電解質．pHの調節

2 2 体温とその調節

履修の認定

筆答試験により行う。

教科書

1. シンプル生理学 改訂第8版 貴邑 冨久子、 根来 英雄 著 南江堂 2021

参考書
1. 標準生理学 第9版 本間研ー 監修 医学書院 2019

2. 第4版 カラ ー図解 人体の正常構造と機能 坂井 建雄、 河原 克雅 編集 日本医事新報社 2021
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（必）芯本：ぷ贔はも能演習 1単イ

：
数 1 1次 1 :盟|時

1間：］ （経営修［［桂当雅俊教く本：i牌師＞
作業療法士

授業概要
本授業は、 「人体の構造Il」及び「人体の機能Il」で扱う解剖•生理学の内容についてより理解を

促す目的で開講し、国家試験問題などを含めた演習科目として授業をおこなう。
人体の構造機能演習を理解することで、作業療法士にとって必要な生理学・解剖学の基礎知識をみ

につけることができ、様々な疾患の基礎理解につながる。

学習目標
1.体内のメカニズムの全体像を知ることで、体の正常な状態の仕組みを理解できる。
2.解剖学で学ぶ人体の構造と、生理学で学ぶ人体の機能のつながりを理解できる。

授業計画

回 主 題
1 内分泌系の構造と機能①
2 II ②
3 消化器系の構造と機能
4 循環器系の構造と機能
5 呼吸器系の構造と機能
6 泌尿器系の構造と機能
7 まとめ
8 定期試験

履修の認定
定期試験(90%)、出席・学習態度など(10%）を勘案し認定する。

教科書
1.シンプ）レ生理学第8版貴邑・根来共著南江堂
2. PT· OTビジュアルテキスト解剖学 町田志樹 羊士社

参考書
1.プロメテウス解剖学アトラス コンパクト版第2版坂井建雄 医学書院
2. PT· OT基礎から学ぶ生理学ノ ート第3版 中島雅美（編） 医歯薬出版
3.病気が見える vol. 1, vol. 2, vol. 3, vol. 4, vol. 8 MEDIC MEDIA

18



授業科目
（必）脳科学概論

単イロ数1年次| ：： I時：門 I
担 当 教 員

（心理学博士）繁桝博昭く非常勤講師＞

授業概要

高知工科大学教授 他

脳科学に関連した知見はマスコミにもよく取り上げられ、タイトルに脳の付いた書籍も多数
平積みで売られている。しかし、テレビや本などでよく聞かれる話には拡大解釈された俗説も
少なくない。本講義では脳のはたらきを正しく理解することを目指し、脳や神経細胞の構造、
機能の基本的特性を学ぶ。また、知覚、認知、運動など、私たちの生活に関わる脳の各機能の
処理過程についても学ぶ。さらに、脳・機械インタフェ ースなど、脳に関する最新の研究トピ
ックスも適宜紹介する。

学習目標
1.脳や神経細胞の構造と機能の基本的特性を理解し、脳についての正しい知識を身につける。
2.脳活動の測定方法について理解する。
3.知覚、認知、運動の脳内処理過程について理解する。

授業計画

回
1 1神経細胞と神経ネットワ ーク主

題

2 I脳の構造と機能

3 I脳活動計測法

4 I視覚1 :初期視覚の処理過程

5 I視覚2 :物体認知と高次視覚の処理過程

履修の認定

6 I注意と意識

7 I聴覚，嗅覚，味覚

8 1 体性感覚，平衡覚

9 I記憶と言語

1 o I脳 ー 機械インタフェ ース

1 1 I運動1 :運動の制御

1 2 I運動2 :運動の学習

1 3 I運動3 :運動の記憶

1 4 I期末試験

1 5 I期末試験の解説

筆記試験による。

教科書
毎回プリントを配布する。

参考書
1.イラストレクチャ ー認知神経科学村上郁也編 オー ム社
2. リハビリテー ションのための脳・神経科学入門 森岡 周著 協同医書出版社
3. リハビリテー ションのための認知神経科学入門 森岡 周著 協同医書出版社
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授業科目

（必）人間発達学

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数

2 1 I 前期 I 3 o 

担 当 教 員

（医博）宮本 謙三く本校講師＞

理学療法士

授業概要

人間の生涯にわたる発達的変化を心理、 運動、 形態などの面から概観する。 発達心理学の領

域ではエリクソンの発達理論を軸に展開し、 運動発達や形態的変化については乳幼児期を中心

に詳しく講義する。 また、 理学療法士や作業療法士に必要な発達検査や発達障害についても触

れる。

学習目標
1. 乳幼児期における身体の形態的変化を説明できる。

2. 乳幼児期の運動発達的変化と神経系の成熟過程とを関連づけて説明できる。

3. 発達に影響を及ぼす要因をあげることができる。

4. 代表的な発達理論を説明できる。

授業計画

回 主 題

1 人類の進化、 遺伝と環境、 成熟と学習

2 発達の原則（順序性／連続性／方向性／異速性）

3 発達理論（エリクソン）

4 発達理論（ピアジェ／その他）

5 形態発達／生理的発達

6 運動発達1 （運動発達の原則）

7 運動発達2 （乳幼児期）

8 運動発達3（姿勢反射）

， 認知発達1 （知覚）

1 0 認知発達2（言語）

1 1 社会性の発達（社会性／情緒／道徳性）

1 2 発達検査（知的発達／運動発達）

1 3 青年期の特徴／老年期の特徴

1 4 発達障害

1 5 定期試験

履修の認定

試験成績に出席状況や学習態度を総合して認定する。

教科書
1. 人間発達学テキスト 細田多穂監修 南江堂
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授業科目

（必）運動学I

授業概要

単巴□王吹
2 

I 
1 口後期 3 0

担 当 教 員

（医科学修士）
稲富 惇ー く本校講師＞作業療法士

運動学は、解剖学や生理学の知識を持ってヒトの動きを理解する学間であり、リハビリテ ーションを
学び実践していくうえで、解剖学・生理学と並んで、 人体の理解の礎となるものである。 運動学演習I

と連動し、 知識を深めていく。

学習目標
1. 運動学の基本的事項について説明できる。
2. 運動と骨 ・ 筋・神経の関係について説明できる。
3. 身体各部位と全身運動の関連性を説明できる。

授業計画

回 主 題

1 運動学概論

2 身体各部の名称

3 関節の構造と運動

4 姿勢制御

5 筋収縮のメカニズム

6 ストレッチ

7 運動学習

8 筋力増強

， 肩甲帯

1 0 肩関節

1 1 肘関節

1 2 手関節

1 3 手指

1 4 まとめ

1 5 定期試験

履修の認定

授業態度(10%)、 筆記試験(90%）とする。

教科書

l. 基礎運動学 第6版補訂 中村隆一 齋藤宏著 医歯薬出版株式会社

2. 配布資料

参考書

1. エッセンシャル ・ キネオロジ一 村田伸 溝田勝彦 弓岡光徳監訳 南江堂
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授 業科 目

（必）運動学実習

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数

ー1 I 前期 I 3 o 

担 当 教 員

（医科学修士）箭野 豊 く本校講師＞

作業療法士

授業概要

近年、 臨床において基礎的知識を実践に汎化することが求められている。 作業療法士を目指す1年次より

基礎知識と体験学習を加えた実践的科目として実習を導入している。 上肢を中心とした筋 。 骨・靭帯•関節

など様々な構造と機能を総合的に学習する必要があり、 肩や手の機能だけでなく体幹・下肢・姿勢コントロ
ールを加えている。 また、 本科目は後期日程の運動学I · IIにつながるよう、 基本的な骨•関節・筋による

身体全体の運動をイメ ージできることが学習目標となる。 そのために、 演習・グルー プワ ー クなど、 授業は

ノ ー ト作成を中心に、 記述方法や知識の整理方法も含め進行するので、教科書・ ノ ー ト・筆記用具を必ず持

参すること。

学習目標

・運動学（上下肢・体幹機能） の基礎的知識について理解できる。

。身体各部の名称・筋名を述べ、 各関節運動を説明・記述できる。

授業計画

回 主 題

1 運動学の基礎

2 上肢の関節運動

3 上肢の筋1（肩関節の運動）

4 上肢の筋2（肘関節の運動）

5 上肢の筋3 （袖腕・手関節の運動）

6 上肢の筋4 （手指関節の運動）

7 中間試験

8 体幹の筋1（頭頚部の運動）

， 体幹の筋2（脊柱の運動）

1 0 下肢の関節運動

1 1 下肢の筋1（股関節の運動）

1 2 下肢の筋2（膝関節の運動）

1 3 下肢の筋3 （足関節の運動）

1 4 まとめ

1 5 定期試験

履修の認定

ノ ー ト提出や中間テスト、定期試験にて成績評価するが、出席数、学習態度、実技への取り崖l丑等も含め、

総合的に判断する。 尚、 中間テストは授業の進捗にあわせて実施する。

教科書

1. 基礎運動学 第6版補訂 中村隆一 齋藤宏 長崎浩（著） 医歯薬出版株式会社

2. 配布資料

参考書
1. エ ッセンシャル 。 キネオロジ一 村田伸 溝田勝彦 弓岡光徳監訳 南江堂
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授業科目

（必）体表解剖学

授業概要

単位数 1 年次 1 学期 1時間数

1 I 2 前期 3 0 

担 当 教 員

（医科学修士）稲富 惇ー く本校講師＞

作業療法士

解剖学・運動学の理解を深め、 実践で生かすことを目的に、 筋・骨・血管の触察を実践する。

学習目標
1. 人体の構造を三次元的に捉え、 名称の呼称と運動の説明ができる。

2. 主要な筋・骨。血管を体表にて観察・触察できる。

授業計画

回 主 題

1 頸部・体幹

2 II 

3 II 

4 II 

5 上肢

6 II 

7 II 

8 II 

， 下肢

10 II 

11 II 

12 II 

13 まとめ

14 II 

15 実技試験・ ロ頭試間

履修の認定
出席状況(15%)、 授業態度(5%)、 小テスト(40%※基本毎回実施）、 実技試験(40%)とする。

教科書
1. 改訂第2版 骨格筋の形と触察法

参考書
1. Know the Body 筋・骨格の理解と触診のすべて

2. カラ ー人体解剖学 構造と機能：ミクロからマクロまで

3. カパンディ関節の生理学

医歯薬出版

西村書店

医歯薬出版
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授業科目

（必）病理学演習

授業概要

車位数 1 年次 1 学期 1 時間数

1 I 1 後期 1 5 

担 当 教 員

（学術修士）萩原 賢二く本校講師＞

作業療法士

「病気はどのような原因で、 身体にどのような変化を起こすのか」という内容を学習する。 「解剖学」 、

「生理学」など「正常な人体の構造と機能」を学習した知識と、 「病理学」で学んだ知識を合わせて演習

する。 さらに国家試験レベルの間題にふれながら、 知識の整理、 定着を図る。

学習目標
1. 病気の原因（病因）、 それによる身体の変化（病変）の特徴が説明できる。

2. 重要事項についてノ ー トにまとめることができる。

3. 基礎的な知識をつけ、 国家試験レベルの問題を解くことが出来る。

授業計画

回 主 題

1 病因

2 循環障害

3 炎症と免疫 ① 

4 炎症と免疫 ② 

5 代謝障害

6 先天異常・奇形

7 腫瘍

8 定期試験

履修の認定
筆記試験、 出席、 学習態度、 提出物 など

参考書
1. PT· OT基礎から学ぶ病理学ノ ー ト 医歯薬出版株式会社

2. 解剖生理をおもしろく学ぶ 増田敦子 医学芸術社
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授業科目
（必）内科学

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
2 2 I 前期 I 3 o

担 当 教 員
裔知大学医学部 内科学講座スタッフ

他

授業概要

作業療法の対象は、運動器および神経系の障害から呼吸循環器系、代謝系、泌尿器系などの
内部障害にまで急速に拡大している。このようなリハビリテ ー ション医療の拡大を鑑みて、内

科系疾患の病態、診断、治療を講義しセラピストの必要な知識を教授する。

学習目標

1.基本的な内科疾患を理解できる。

2.内科の基本的な診断と治療を理解できる。

授業計画

口；論
2 I呼吸器1

3 I呼吸器2

4 I血液1
5 I血液2

6 I 腎基礎・ 一次性・ニ次性

主 題

7 I 腎不全・水電解質・酸・塩基

8 I代謝総論・糖尿病
9 I内分泌全般

1 o I代謝・脂質異常症•その他
1 1 I 消化管
1 2 I肝疾患
1 3 I胆膵
1 4 I免疫
1 5 I 定期試験

履修の認定

筆記試験による。

教科書

1.ナースの内科学改訂1 0版奈良信雄（編） 中外医学社
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授業科目

（必）整形外科学

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
2 2 I 前期 I 3 o 

担 当 教 員

（保健学博士）宅間 豊く本校講師＞

理学療法士

他

授業概要
整形外科学は、 骨•関節・靭帯・腱・筋肉といった運動に関与する器官(motor organ)の

疾患や外傷を扱う医学であり、 変形性関節症や骨折がその代表である。
リハビリテ ー ション医療における対象者は、運動器に機能構造障害を有している場合が多く、

それが 一 因となり活動制限や参加制約に陥っている。 セラピストがこのような対象者の病状を
理解し、 障害像を把握した上で理学療法や作業療法を適切に展開するためには整形外科学の知
識は不可欠となる。 よって、 リハビリテ ー ション医療に直接携わる理学療法士と作業療法士に
必要な整形外科学を修得するための講義を行う。

学習目標
1. 基本的な整形外科疾患を理解できる。
2. 整形外科の基本的な診断法と治療法を理解できる。

授業計画

回 主 題
1 関節リウマチ1
2 関節リウマチ2
3 変形性関節症1
4 変形性関節症2
5 骨粗骸症
6 中間試験
7 頚椎・腰椎疾患1
8 頚椎・腰椎疾患2
， 骨折1

1 0 骨折2
1 1 関節損傷1
1 2 関節損傷2
1 3 末梢神経損傷1
1 4 末梢神経損傷2
1 5 定期試験

履修の認定
中間および定期試験成績により認定する。

教科書
1. 標準整形外科学 石井清ー／平澤泰介（監） 医学書院

参考書
1. リハビリテ ー ション整形外科学 大谷清（著） 医学書院

2. Visual NAVI ! 整形外科学 岡田恭司（著） メディカルビュ ー社
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授 業 科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 -巨
にコ

］ ―、
（必）精神医学 2 2 前期 30 （医博）藤田 博 ー く非常勤講師＞

裔知大学医学部
附属医学教育創造センタ ー 教授

他

授業概要
精神医学は精神障害を取り扱う医学の分野である。精神医学の症状、所見、 経過、予後、 治療

に対する反応性などを統合して、障害の解明と合理的な治療・予防症の発達を目指すものである。

学習目標
1.精神現象の様々な異常を理解し説明できる。
2.各疾患を理解し説明できる。

授業計画

り 1第1章 精神医学とは 主 題

第2章 脳科学と精神医学
2 I第3章 精神機能とその異常

第4章 精神発達
第5章 精神医学的診察と診断
第6章 精神科治療学
第7章 コンサルテー ション ・ リエゾン精神医学

3 1第8章 精神医療と社会
4 第9章 発達障害（神経発達症群）およびその他の児童期の精神疾患

第10章 統合失調症
第11章 うつ病

5 第12章 双極性障害
6 第13章 不安症 ・ 解離症。身体症状症
7 第14章強迫症
8 第15章 心的外傷およびストレス因関連障害
9 第16章 摂食障害

第17章 睡眠ー覚醒障害
10 第18章 物質関連障害および嗜癖性障害
11 第19章認知症
12 第20章 てんかん
13 第21章 パーソナリティ障害

第22章 精神科で対応することのある他の疾患および状態
14 1第23章 精神疾患の原因となりうる医学疾患 ・ 薬剤 ・ 化学物質
15 定期試験

履修の認定
定期試験、提出物、出席状況、授業態度

教科書
1.標準精神医学／野村総一郎他／ 医学書院第 8版

参考書
1. 標準理学療法学 ・ 作業療法学 精神医学 医学書院
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授業科目
（必）小児科学 単戸 I

年次

1 :： 1 3間数 I（医博）オ：崎〗成＜口噂菫：し儲師＞
田野病院小児科医師

授業概要
小児科学全般について網羅的にまとめて学習する。

学習目標
1.小児科の基本的な疾患を理解する。
2.小児に特徴的な成長・発達について理解する。

授業計画

回 主 題
1 小児の成長・発達
2 感染症
3 先天奇形・染色体異常
4 免疫・アレルギー疾患・膠原病
5 消化器疾患
6 神経疾患（重症心身障害児etc) 1
7 ＂ II 2
8 筋疾患・骨•関節疾患
， 血液疾患

1 0 新生児・未熟児疾患
1 1 循環器疾患
1 2 呼吸器疾患
1 3 内分泌・先天代謝異常
1 4 腎．泌尿器疾患
1 5 定期試験

履修の認定

筆記試験による。

教科書

1.標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野小児科学 編集冨田 豊医学書院
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授業科目

（必）神経内科学

授業概要

単位数 1 年次 1 学期 1 時間数

2 I 2 後期 3 0 

担 当 教 員

（医博）大崎 康史く非常勤講師＞
高知大学講師 医学部
脳神経内科学講座 他

神経学は一般に難解な学問という印象がある。 しかし、 解剖学と生理学を正しく理解すれば、
知識の整理は極めて論理的に行うことができる。

本講義では、 まず神経系の解剖と生理を学びながら神経疾患の性質診断と部位診断という基
本的アプロ ー チを身につける。 その後、 脳血管障害、 変性疾患、 感染性疾患などの各論の治療
法・予後についての理解を深める。 生きた材料を見るために、 講義中に動画の使用が多いのも、
神経内科学の特徴である。

高齢化社会である我が国において、 神経内科領域の重要性はますます増えており、 社会に出
た後にも有用であるように図られている。

学習目標
1. 神経系の解剖を理解する。
2. 神経疾患診断に到るプロセスを理解する。
3. 神経学的所見の取り方の基礎、 各種検査法を理解する。
4. 神経疾患の主要症状の発生機序、 症状内容、 症状をきたす疾患について理解する。
5. 脳血管障害、 感染症、 脱髄疾患など各疾患についての病因病理、 症状と経路、 検査、 診断、

治療と予後について理解する。

授業計画

回 主 題 回 主 題

1 神経内科学総論 1 1 MS, NMO, ADEM 
2 臨床神経解剖学・画像検査 1 2 不整脈
3 神経生理学・検査 1 3 神経筋接合部疾患
4 脳血管障害・総論 1 4 細菌・ウイルス ・ 真菌感染症
5 脳血管障害・各論 1 5 高血圧
6 筋萎縮性側索硬化症 1 6 筋肉疾患
7 パーキンソン病など 1 7 虚血性心疾患
8 小脳変性症・痙性対麻痺 1 8 末梢神経障害
， 認知機能検査と認知症 1 9 弁膜症・心筋症

1 0 中毒・代謝性疾患 20 定期試験

履修の認定
筆記試験による。

教科書
1. ナースの内科学 改訂10版 奈良 信雄（編） 中外医学社

参考書
1. 神経内科ハンドブック 鑑別診断と治療 第5版 水野 美邦 編集 医学書院
2. ベッドサイドの神経の診かた 改訂18版 田崎 義昭・斉藤 佳雄・坂井 文彦。

濱田 潤ー ・飯塚 高浩 南山堂
3. Merritt's Neurology 14

th edition Elan D. Louis, Stephan A. Mayer, James M Noble.
Wolters Kluwer
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授 業科目
（必）作業療法神経学 単/|

年次
| ：: 1

廿

〗門9| （保健学｛：士）片： ；：＜；：講師＞
作業療法士

授業概要
神経系の構造、脳機能や神経のメカニズム、作用、症候についての基礎を整理する。

学習目標
神経系の構造と機能の基礎的知識を習得する。

授業計画

回 主 題
1 神経系概論
2 中枢神経系概論
3 大脳皮質 4葉の機能と裔次脳機能障害①
4 II II ② 
5 11 II ③ 
6 大脳辺縁系・大脳基底核
7 間脳・小脳・脳幹
8 運動の伝導路と症候
， 感覚の伝導路と症候

1 0 中 間 試 験
1 1 末梢神経系概論
1 2 脳神経
1 3 脊髄神経
1 4 まとめ
1 5 定 期 試 験

履修の認定
中間試験(45%)、定期試験(45%)、出席状況・授業態度等(10%）にて認定

教科書
1. 病気がみえる7 脳・神経 メディックメディア

参考書
1.シンプル生理学改訂第6版 南山堂
2.標準生理学第7版 医学書院
3.脳機能の基礎知識と神経症候 ケ ーススタディ 脳血管障害を中心に メジカルビュ ー
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授 業科 目
（必）整形外科学演習

授業概要

三1 I 2 :: 1 1間数|（経営修士：
且

桂 ：俊 ：本校：師＞
作業療法士

本授業は、 「整形外科学」で扱う内容についてより理解を促す目的で開講し、代表的な運動器疾患を中心
に演習科目として授業をおこなう。超裔齢社会の日本において運動器疾患は臨床上でも頻回に遭遇するため、
整形外科学演習 を理解することで、作業療法士にとって必要な整形外科学の基礎知識をみにつけられるよう
に説明を行っていく。

学習目標
1.各整形外科疾患の概要•特徴を説明することができる。
2.種々の症状に合った整形外科テストを理解・模倣できる。

授業計画

回 主 題
1 骨折①（骨折の機序、レントゲンの診かた）
2 骨折②（小児・裔齢者に多い骨折）
3 関節リウマチ
4 変形性関節症
5 脊椎（頚椎・腰椎）疾患
6 肩関節疾患
7 末梢神経障害
8 定期試験

履修の認定
定期試験(90%)、出席・授業態度など(10%） を勘案し認定する。

教科書
1.標準整形外科学第14版医学書院

参考書
1.病気がみえる Vol. 11 運動器・整形外科第1版 メディックメディア
2.運動療法に役立つ単純X線像の読み方 浅野昭裕 MEDICAL VIEW
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授 業科目

（必） 神経内科学演習

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数

2
 

2 I前期 15 

担 当 教 員

（学術修士）

萩原 賢二 く本校講師＞ 作業療法士

授業概要
作業療法神経学で学んだ基礎的知識をもとに、 脳機能に関する感覚（感覚・知覚・認知）、 錐体路、 錐体外

路、 脳神経を中心に理解を深め検査法を習得する。 また、 身体障害作業療法領域で扱う代表的な各種疾患に
ついての基礎的知識を習得する。

学習目標
1. 各種機能の役割を理解、 および各種検査の目的を理解し実施できる。

2. 代表的疾患について基礎的知識を整理し、 説明できる。

授業計画

回 主 題

1 神経学総論・運動機能の神経学（錐体路・錐体外路）
2 腱反射・病的反射のメカニズムと検査方法
3 感覚のメカニズムと検査方法（表在感覚・深部感覚・複合感覚）
4 脳神経検査の方法（主に視覚・聴覚・嗅覚・味覚）
5 協調性・姿勢制御のメカニズムと検査方法
6 実技確認①
7 実技確認②
8 定期試験

履修の認定
出席状況、 筆記試験、 実技試験、 授業態度および提出物など

教科書
1. 標準作業療法学 作業療法評価学 医学書院

2. ベッドサイドの脳神経の診かた 南山堂
3. 配布資料

参考書
1. シンプ）レ生理学 南江堂

2. 脳卒中最袖線 第4版 福井閲彦 他編 医歯薬出版株式会社

3. カラ ー人体解剖学構造と機能：ミクロからマクロヘ 西村書店
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授業科目

（必）精神医学演習

授業概要

単位数 1 年次 1 学期 1時間数

1 I 2 前期 1 5 

担 当 教 員

（学術修士）萩原 賢二く本校講師＞

作業療法士

精神医学の基礎的知識を学習する。 各疾患の特徴やおさえておかなければならない要点を整理し、 理解を

深める。 精神医学で学んだ内容の復習理解を深める。

学習目標
1. 精神科で使う言葉を理解し、 説明することができる。

2. 各疾患を理解し、 その特徴を説明するこができる。

授業計画

回 主 題

1 精神機能とその異常①

2 精神機能とその異常②

3 統合失調症

4 うつ病と双極性障害（感情障害・気分障害）

5 神経症性障害、 摂食障害、 人格障害

6 精神作用物質使用に伴う精神および行動の障害

7 アルコ ール依存・薬物依存、 睡眠覚醒障害・てんかん

8 定期試験

履修の認定
筆記試験、 出席、 学習態度、 提出物 など

教科書
1. 標準精神医学 醍8版 尾崎紀夫・三村 将・水野 雅文•井村 俊哉 編集 医学書院

2. 配布資料

参考書
1. 精神疾患の理解と精神科作業療法 浅田 隆・中島 直・堀田 英樹 中央法規

2. 精神障害と作業療法 三輪書店

3. 各種資料
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 -グ巨ロ- - 、
（必） 栄養と薬剤 1 3 前期 1 5 大坪 豊寿 く非常勤講師＞

田中整形外科病院 管理栄養士
長崎 大武 く非常勤講師＞
プラス薬局 薬剤師

授業概要

生体が発育・成長して生命を維持し、 健全な生命活動を営むために体外から取り入れる物質

（栄養素）が必要である。栄養学を学習し、対象者及び自己の健康観や食生活の改善に繋げる。

医療現場においては多職種が共通の科学的基礎と共通言語が必要であり、 疾病別食事療法・低

栄養の早期発見・重症化の予防なども含めて理解を深める。 講義は資料を利用しながら進めて

いきます。

リハビリテ ー ションの対象となる患者はさまざまな疾患を持っており、 複数の疾患の治療が

平行して行われていることが多いと思われます。 内科的治療の主となるのは薬剤による治療と

なります。 薬剤には、 疾患を治療する効果がある反面、 さまざまな副作用も存在します。 安全

にリハビリテ ー ションを進めるためには薬剤の使用状況とその副作用に関する知識が必要とな

ります。 この授業では幅広い疾患に対する薬剤に関する知識を整理することを目指します。

学習目標

1. 栄養の基礎となる栄養学及び疾病別の食事療法について理解できる。

2. 臨床におけるリハビリテ ー ション栄養の意義について理解できる。

3. 薬物の基本的事項について理解する。

4. 対象疾患に対する薬物療法について理解する。

5. 薬物の副作用と有害事象について理解する。

授業計画

回 主 題

1 Iリハビリテ ー ションにおける栄養の意義

2 I栄養素の種類と役割

3 Iリハビリテ ー ション栄養・運動時の栄養

4 I疾病別食事療法

5 I定期試験

6 I薬理作用

7 I運動器系疾患に対する薬物療法について

8 I神経系疾患に対する薬物療法について

9 Iその他の疾患に対する薬物療法について

1 0 I定期試験

履修の認定 出席状況と受講態度、 定期試験

教科書

参考書

資料、 プリント等の配布

1. PT· OT· STのためのリハビリテ ー ション栄養（医歯薬出版株式会社）

2. 専門基礎分野 栄養学 人体の構造と機能 （医学書院）

3. 生化学・栄養学（医歯薬出版株式会社）

4.リハに役立つ治療薬の知識とリスク管理

5.リハビリテ ー ション薬学

6. PT· OTのための治療薬ガイドブック リハビリテ ー ション実施時の注意点
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授 業科目
（必）災害と救急救命

単位数I年次
ー3

 
:: 1時1間：文 1淡野 義：く非：勤講：＞ 員

長崎リハビリテー ション病院
作業療法士，他

授業概要
災害を含めた緊急事態において，医療従事者である作業療法士にも，災害現場に応じた多様

な役割が求められている。
そこで本授業では， 日本における災害の現状と作業療法士としての支援の方法，災害から身

を守る生活上の工夫や避難所での環境設定，また日本赤十字社の基礎講習を受講することで救
急法についても理解を深める。

学習目標
1.災害時の作業療法士の役割について理解する。
2.防災の知識・実践方法および，被災者の生活上の工夫などを理解し，実践できる。
3.傷病者の観察と一 次救命処置を理解し実践できる。

授業計画
回 主 題
1 災害現場で求められる作業療法（淡野）
2 II 

3 II 

4 ＂ 

5 防災の基礎知識と実践方法（畑田）
6 II 

7 救急救命の基礎知識と実践方法（日本赤十字社スタッフ）
8 II 

， II 

履修の認定
レポー ト、実技習熟度、出席状況、授業態度等を総合的に勘案し、認定する。

教科書
1.配布テキスト
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授業科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）リハビリテ ー ション概論 2 1 前期 3 0 （保健学博士）宅間 豊く本校講師＞

理学療法士

（医博）竹林秀晃く本校講師＞

理学療法士

（医博）畑田早苗く本校講師＞

作業療法士

授業概要
本邦は人口構造の高齢化、慢性疾患の相対的増加、医療・福祉・保健の需要増大の状況に直

面し、リハビリテ ー ションの需要は年々拡大の一途をたどっている。 そのような状況において

リハビリテ ー ションを正しく捉え理解するために、その思想と概念、対象、方法論などを歴史

的な変遷をふまえて概説する。 また、 リハビリテ ー ションにおける理学療法士 ・ 作業療法士の

位置づけと役割、情勢などについても概説する。

学習目標
1. リハビリテ ー ションの思想や概念を説明できる。

2. リハビリテ ー ションの各専門分野の概念を説明できる。

3. リハビリテ ー ションチー ムに参画する専門職を説明できる。

4. 障害レベルに応じたリハビリテ ー ションの基本的アプロ ーチを説明できる。

5. 障害の理論的枠組みを説明できる。

授業計画

回 主 題
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（必） リハ戸リ門／］／
目

ョン医学 1
単イ

：
数

1
年次

1 ご悶 I 3
間数
I（教育学イ：士） ：i上 ｛：和く：校講師＞

理学療法士

授業概要
リハビリテー ション医学は、治療医学、予防医学に次 ぐ第三の医学ともいわれます。そこには疾病を対象

とする治療医学とは異なり、障害を対象にした医学的アプロ ー チであるという特徴があります。
この科

目では、リハビリテー ション医学における診断と評価、アプロ ー チ方法、そして理学療法や作業療
法の役割を概説し、主な対象障害の特性と介入法について講義します。

学習目標
1. リハビリテー ション医学の特殊性を説明できる。
2.代表的な対象障害を列挙し、その病態を説明できる。
3. リハビリテー ション医学で用いる診断・評価法を説明できる。
4.理学療法・作業療法の介入手段を説明できる。

授業計画

回 主 題
1 関節可動域障害1（関節分類，可動関節分類，関節可動域とその測定，筋短縮テスト）
2 関節可動域障害2（関節可動域制限，関節可動域障害に対するアプロ ーチ）
3 筋萎縮・筋力低下1（筋の種類，骨格筋の構造，滑走説，筋収縮の種類）
4 筋萎縮・筋力低下2（廃用症候群，廃用性筋萎縮，筋萎縮の評価，筋力の計測）
5 筋萎縮・筋力低下3（筋力低下に対するアプロ ーチ，筋力増強の仕組み）
6 感覚障害1（感覚とは，病変部位別の感覚障害の特徴）
7 感覚障害2（感覚検査，感覚障害に対するアプロ ー チ）
8 中間試験
9 運動麻痺1（運動麻痺とは，運動麻痺の症状，中枢性麻痺と末梢性麻痺の回復過程の違い）

1 0運動麻痺2（中枢性と末梢性麻痺に共通する評価，リハビリテー ション）
1 1 骨折（骨折と修復過程，医学的治療とリハビリテー ション）
1 2脊髄損傷1（脊髄の解剖，高位診断）
1 3脊髄損傷2（症状，リハビリテー ション）
1 4神経筋疾患（パー キンソン病・脊髄小脳変性症）
1 5定期試験

履修の認定
定期試験を50%、中間試験を50％として評定を行う。

教科書
配布プリント

参考書

1. リハビリテーション医学テキスト 三上真弘•他（編） 南江堂
2. リハビリテー ション基礎医学 上田敏•他（編） 医学書院
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授 業科目
（必）医療倫理学

単位数I年次
ーー:: 1

時

1間5
数 1 （保健学：：士） ：岡 ：子＜：校講師＞

作業療法士

授業概要
医療人として、また作業療法士としての物事の捉え方や考え方について、医療、司法の人権

に関するテ ー マを取り上げ、 医療人としての考えを深める。
新聞やメディアなどを通し、医療倫理にまつわる課題に目を向け、自分の考えをもった上で、

他者の考えも受け入れながら意見を述べることが出来るように、発表やグルー プワ ー クを通し
て授業を展開する。

学習目標
1.医療人として求められる態度、またその必要性を意識する。
2.倫理面での、ものの考え方に対して視野を広げ、自分の考えを持つことが出来る。
3.医療に関わるものとして、人の死や疾病，障害者の人権といった倫理的間題について自分

の意見を持つことができ、自分の意見を伝えることが出来る。
4.医療人としての認識に基づいた行動を実践できる。

授業計画

回 主 題
1 医療倫理とは
2 医療者関係とパタ ー ナリズム
3 死の定義／臓器移植
4 守秘義務・警告義務
5 医療者の持つべき人間性について
6 終末期医療／安楽死・尊厳死・自殺
7 出生前診断
8 定期試験

履修の認定
定期試験(80%)、出席状況(10%)、授業態度•発言回数•発言内容等(10%）により評

価し認定する。

教科書
l.臨床倫理学入門 医学書院
2.配布資料
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授業科目

（必）理学療法概論

授業概要

単位数 1 年次 I 学期1時間数

1 I 3 前期 1 5 

担 当 教 員

（学術修士）宮本 祥子＜本校講師＞

理学療法士 他

理学療法に関する基本的事項を学習した上で、 作業療法士として知っておくと役立つ理学療

法の臨床的側面を紹介する。 できる限り最新の話題を提供したいと考えている。

学習目標

1. 理学療法の枠組みを説明できる。

2. 理学療法を学ぶことで作業療法の特徴を対比できる。

授業計画

回 主 題

1 イントロダクション

理学療法とは 井上佳和

2 運動療 法 奥田教宏

3 小児の理学療法 宮本祥子

4 物理療 法 岡部孝生

5 ADLトレー ニング 近藤 寛

6 装具療 法 渡邊家泰

7 研究測定機器 竹林秀晃

8 定期試 験

履修の認定
筆記試験100%

教科書
指定しない。 毎回必要な資料を配付する。
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）基礎作業学実習 1 2 前期 4 5 （学術修士）萩原 賢二く本校講師＞

作業療法士

西祁 出く非常勤講師＞

（掬陽和工房 房主

〇実務経験者による授業科目

授業概要
基礎作業学実習Iを基礎として、 ひとが行う作業活動についての意味を作業分析することに

よって深める。 その際に作業分析の方法を学び、 1つの活動を通してより広い視点で他の作業

活動への応用できる思考を育てる。 また同時に作業活動を用いた対象者への効果的な関わり方

についての理解と指導方法を習得する。

学習目標
1. 各種作業分析の考え方を記載することができる。

2. 作業分析を実践することができる。 1つの活動を段階つけてとらえ認知機能、 身体機能、

精神機能の視点で分類できる。 また、 実施する際の作業環境への配慮、 指導の際のリスク

についても理解し説明することができる。
3. 作業活動に用いる材料について、 実際に使用し実感する。 その上で対象者に合わせて治療

効果を考慮した材料を揃えることができる。材料の資材や特性を知る必要性を理解できる。
4. 作業分析を通して作業活動がひとにもたらす効果を理解し、他者に説明することができる。

5. 各疾患において、 作業活動の治療への応用、 指導法についてグルー プに分かれて立案・実

践することができる。
6. 分析的な視点で陶芸を実体験し、 段階つけて治療に用いることができる。

授業計画

回 主 題 回 主

1 作業分析について 1 2 ＂ ② 
2 技能別作業分析の理論と方法① 1 3 ＂ ③ 
3 II ② 1 4 II ④ 

4 II ③ 1 5 陶 丑

① ココ

II ④ 1 6 II ② 
材料素材について 1 7 II ③ 

5 絵手紙の実践と作業分析 1 8 II ④ 
6 II 1 9 " ⑤ 
7 作業立案と作業分析（グルー プワ ーク） 2 0 II ⑥ 
8 ＂ 2 1 II ⑦ 
， 11 2 2 ＂ ⑧ 
10 JI 2 3 まとめ
11 作業分析の実践発表① 24 定 期 試 験

履修の認定
定期試験、 出席状況、 受講態度や各種レポー トを勘案して認定する。

教科書
1. 標準作業療法学 基礎作業学 第3版 医学書院

参考書
1. 作業療法学全書 第2巻（改定第2版） 基礎作業学 協同医書

題

2. 作業で語る事例報告 作業療法レジメの害き方・考え方 齋藤佑樹 医学書院

3. ひとと作業・作業活動 新版 山根寛 三輪書店

4. 精神障害と作業療法 三輪書店
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授 業科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）作業療法セミナー I 1 1 前期 1 5 （経営修士）桂 雅俊 く本校講師＞
（作業療法導入） 作業療法士

（医博）畑田 早苗 く本校講師＞

作業療法士

授業概要
本授業は、 作業療法士を目指すうえで必須となる他者との交流（グルー プワ ー ク ・ ボランティア）

を通じて、 「内省する」という自己理解を深めることを目的に演習科目として授業を行う。

また、 他者と協力することを通して、 今後臨床の現場で求められる社会性や倫理観を養っていく。

学習目標
l. 作業療法士として必要な心構えを身につけ、 場に合わせた適切な言動をとることができる。
2. 自他を知り、 必要に応じて自分の気持ちや考えを言語化して説明することができる。

3. 積極性を身につけ、 グループワ ー クの中や授業の場面で主体的に活動できる。

授業計画

回 主 題

1 自己紹介①（自分自身の
“

作業＝生活行為
”

について）

2 自己紹介②（自分自身の
“

作業＝生活行為
”

について）

3 4年生との交流会

4 車椅子の部分名称の説明、 基本的操作

5 レポー ト作成の方法（体裁）

6 ボランティアにおける心構え

7 医療人としての接遇

8 グルー プセッション

※前期に1回以上のボランティア参加を必ず行うことQ

履修の認定
ボランティア参加後のレポー ト提出(90%)、 出席・学習態度など(10%)を勘案し認定する。

前期に1回以上のボランティアに必ず参加すること。

備考
ボランティアヘの参加が履修の条件であるため、 教室及び学内の掲示板や学生支援室にてどのよ

うなボランティアがあるかを各自でしつかりと確認すること。

また、 ボランティア後のレポー ト提出が単位認定の条件であるため体裁・期日をしつかりと守る

こと。

教科書
特に指定しない。 授業内での配布資料を中心に行う。
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授業科目
（必）作業療法セミナー Il

（卒業研究計画）

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
3 I 前期 I 3 o 

担 当 教 員
（医科学修士）箭野豊く本校講師＞

作業療法士
作業療法学科本校講師全員

授業概要
作業療法研究法で学んだ知識をもとに卒業研究にむけた研究計画書を作成する。さらに発表を通

じて、 プレゼンテ ー ション能力を含む基礎的技能を習得する。

学習目標
1. 研究計画書が作成できる。
2. プレゼンテ ー ション能力を身につける。

授業計画
主 題

1 オリエンテ ー ション

2 文献抄読について

3 研究計画書の概要①

4 研究計画書の概要②

5 研究計画書の作成①

6 研究計画書の作成②

7 研究計画書の作成③

8 研究デザイン作成④

， 研究デザイン作成⑤

1 0 研究デザイン発表①

1 1 研究デザイン発表②

1 2 研究デザイン発表③

1 3 研究デザイン発表④

1 4 研究デザイン発表⑤

1 5 研究デザイン発表⑥

履修の認定
研究デザイン発表、 出席状況、 受講態度、 提出物（期日厳守）などを勘案して認定する。

ゼミ毎の出席状況、 提出物も含む。
研究デザイン発表60%、 出席・提出物等のゼミ成績40％で成績判定する。

教科書 ・ 筆記用具 ・ ノー トは必ず持参すること年

教科書
標準作業療法学 作業療法研究法 医 学書院

参考書
すぐできる！リハビリテ ー ション統計
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（必） 1；::zはりナー III 1
単

竺門 4次 1 こ悶 I 冗呵91 作業:I去学：本校：師員

（国家試験対策）

授業概要
国家試験対策のセミナーである。分野ごとに行なう学生間でのグルー プワ ー クや、担当教員の講義・解説を行っていく。また1 0回程度の模擬試験を実施する。

学習目標
国家試験合格のための知識を整理し、修得する。

授業計画

日 程 主 題
1 0月 基礎医学分野のまとめ
1 1月 基礎医学分野のまとめ・専門分野のまとめ
1 2月 専門分野のまとめ・単位認定試験実施
1 月 総まとめ

1 0月～ 2月 模擬試験

履修の認定
単位認定試験にて認定する。

教科書
各種国家試験問題解説集
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授業科目
（必）作業療法研究法

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
ー3 I 前期 I 3 o

担 当 教 員
（医科学修士）箭野豊く本校講師＞

作業療法士
作業療法学科本校講師全員

授業概要
研究法の概念および研究のプロセスについての概要を理解する。 また実際に、研究テ ー マの絞

り込み、文献レビュ ー等を行っていく。具体的な研究計画を立てることができるように段階を追
った計画の立て方を学習していく。 またその計画を他者にわかりやすく報告する方法を学ぶ。

学習目標
1. 研究法の概要について説明できる。
2. 研究テ ー マの絞り込み、 文献レビュ ー等を行える。
3. 研究テ ー マを見つけて計画を立てることができる。
4. 研究計画に沿って研究を実施することができる。

授業計画

回 主 題
1 研究とは何をするのか

2 分野別研究とその流れ

3 研究課題の見つけ方

4 研究命題の作り方

5 研究と倫理

6 研究の類型、 研究デザイン

第7回目より卒論ゼミに移行する

7 文献レビュ ーと文献研究

8 11 

， II 

1 0 研究テ ー マの発見

1 1 研究テ ー マの絞り込み

1 2 JI 

1 3 II 

1 4 研究計画書の作成について
1 5 定期試験

履修の認定
定期試験、 出席状況、 受講態度、 研究計画書の提出物（期日厳守）などを勘案して認定する。
ゼミ毎の出席状況、 課題提出物も含む。

教科書 ・_筆記用具 ・ ノ ー トは必ず持参すること。

教科書
標準作業療法学 作業療法研究法 医学書院

参考書
すぐできる！リハビリテ ー ション統計
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授業科目
（必）卒業研究 単イ／t |

年次

| ：：□99| 作業；：去学牙：本校：：雨 員

授業概要
研究の実施および論文作成・研究発表を経験する。

学習目標
1.卒業研究論文を作成することができる。
2.研究の成果について口述発表を行なうことができる。

授業計画

日程 主 題
~ 1 0月上旬 論文作成•発表準備

1 0月中旬 研究口述発表

1 0月末 論文提出

履修の認定
学習態度、研究論文および発表等を勘案して認定する。
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授 業 科 目
（必）臨床実習入門I

単位数I年次
ー2 :: 1

廿

：
F日

：
数 1（経営修：）桂当雅俊教く本：講師＞

作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要

本授業では、臨床実習を行うにあたっての心構えや1日の流れ、提出物（デイリ ー ・ケ ースノ ートなど ）
の記載方法について実際にパソコンなどでの打ち込みを行い学習を進める。また、作業療法士の思考過程を
紙面化したツ ー ルである、生活行為向上マネジメント(MTDLP)の概要及び使用方法について模擬事例を通
して、学んでいく。

学習目標
1.対象者を評価するうえで必要な項目及びどのような情報を収集すべきか記載。表現できる。
2.各種評価の結果を文章化し、統合と解釈が行えることで間題点の優先順位をつけることができる。
3. MTDLPの内容を理解し、各種シートに必要な情報を記載したうえで提出することができる。

授業計画

回 主 題
1 臨床実習の目的と意義、デイリ ーノ ートの記載方法(SOAP)と実践
2 カルテからの情報収集、ケースノ ートの記載方法と実践①
3 ケ ースノ ートの記載方法と実践②
4 ケ ースノ ートの記載方法と実践③
5 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：概論①
6 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：概論②
7 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：模擬事例演習①
8 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：模擬事例演習②
， レジュメの記載方法と実践（初期）①

1 0 レジュメの記載方法と実践（初期）②
1 1 実習の振り返り
1 2 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：模擬事例演習③
1 3 生活行為向上マネジメント(MTDLP) ：模擬事例演習④
1 4 レジュメの記載方法と実践（最終）①
1 5 レジュメの記載方法と実践（最終）②

履修の認定
定期試験は実施せず、MTDLPに関する小テスト(25%)と基本的に毎回の授業後に課題を提示するので期

日までに体裁を整えて提出すること(65%)。加えて、出席・授業態度など(lo%）を勘案し認定する。

教科書
1.標準作業療法学作業療法評価学医学書院
2.標準作業療法学身体機能作業療法学第3版 医学書院
3.作業療法マニュアル 66 生活行為向上マネジメント 改訂第3版 日本作業療法士協会

参考書
1.標準作業療法学作業療法臨床実習とケーススタディ 第3版 医学書院
2.事例で学ぶ生活行為向上マネジメント 第2版 医歯薬出版
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授 業 科 目
（必）臨床実習入門Il

授業概要

単位数 1年次 1 学期 1時間数 1 担 当 教 員
2 I 3 後期 4 5 作業療法学科本校講師

0実務経験者による授業科目

これまで学習してきた基礎医学の知識・専門分野の知識や技術を総復習し、 それらを症例を通
して理解に活かし、 統合していく。 また、 各疾患担当にて評価から全体像として統合解釈し、 問
題点の抽出、 プラン作成から具体的プログラムの立案までをシュミレーションし、 作業療法アプ
ロー チに関する知識や技術を習得する。

学習目標
1. 基礎医学・臨床医学の知識を振り返り， 障害像と結び付けて考えることができる。
2. 各評価項目の目的や一般的手順を説明できる。
3. 一般的な評価技術について、 その理論を説明でき、 かつ正しく実施できる。
4. 評価項目の選定、 統合と解釈、 間題点の抽出、 プランの作成、 具体的プログラムの立案が出

来る。 さらに、 症例に対する考察力を養い、 他者と意見交換が出来る。

授業計画

回 主 題 回 主 題
1 基礎知識の確認 （稲富） 1 2 作業療法評価演習 （箭野）
2 II (II) 1 3 II (II) 
3 ＂ (//) 1 4 II (II) 
4 II (II) 1 5 作業療法実践過程演習 （片岡）
5 ＂ (II) 1 6 II （片岡）
6 ＂ (II) 1 7 II （福島）
7 II (II) 1 8 II （福島）
8 作業療法評価演習 （箭野） 1 9 II （身障分野担当教員）
， II (II) 2 0 II （ II ） 

1 0 II (II) 2 1 FF （ II ） 
1 1 II (II) 2 2 II （ II ） 

2 3 定期試験

履修の認定
「基礎知識の確認」は定期試験100%, 「作業療法評価演習」は実技試験80％と平常点（授業態

度及び出席状況）20%, 「作業療法実践過程演習」は平常点（出席状況・受講態度等）30%、 提出
物70％にて評価する。 それぞれの到達基準を満たすことで本科目を認定する。

教科書
1. 配布資料
参考書
1. 中枢神経疾患に対する作業療法
2. 動作分析 臨床活用講座 バイオメカニクスに基づく臨床推論の実践
3. ベッドサイドの神経の診かた
4. PT· OTのためのOSCE 臨床力が身につく実践テキスト
5. モ ー タ ー コントロール 研究室から臨床実践へ
6. 標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学
7. 配布資料

二輪書店
メジカルビュー社

南山堂
金原出版株式会社
医歯薬出版株式会社
医学書院
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国）作：療門去比晶『理論 1
単イ

：
数

[
F

3次 1 ：盟 I
廿

�1
間

：
文

I （医科学；
1

士）孟i野悶｛く：校講師＞
作業療法士

授業概要
現代社会には，多様なニ ー ズと多様なサ ー ビスが存在し，人々は自らの人生が豊かになることを望

んでいる．授業では，作業療法対象者の人生を豊かにするために，個々の作業療法士が質の高い作業
療法を提供する方法について管理学を通して学ぶ．また，社会保障制度変革をはじめとする社会情勢
の変化や対象者のニ ー ズや権利に対する意識の変化に伴い，人材育成，医療安全管理，経営管理など
の必要性が高まり，これまで療法に専念していた作業療法士らも組織の管理運営に責任を負う時代に
なっていることからも，作業療法の現場について学ぶ．

学習目標
1.作業療法における管理学の位置づけ，組織マネジメント，医療安全，医療サ ー ビスについて説明で

きる．
2.作業療法業務の実際について説明することができる．
3.作業療法の職域や職業倫理，作業療法を取り巻く諸制度，作業療法臨床実習，作業療法士のキャリ

ア開発等について説明できる．

授業計画

1 1作業療法管理学とは

2 I情報のマネジメント

3 I作業療法と医療サー ビス

4 I医療安全のマネジメント

主 題

5 I作業療法業務のマネジメント（1)人 ・ 物 ・ 経済性のマネジメント

6 I作業療法業務のマネジメント（2)情報 ・ 時間 ・ ストレスのマネジメント

7 I作業療法をとりまく諸制度／作業療法士のキャリア開発

8 I定期試験

※前期科目作業療法教育論と重複する内容は割愛する．

履修の認定
ノ ート作成と提出、定期昆塵も、出席、学習態度、提出物、定期試験などを勘案し認定する。また、

教科書 ・ 筆記用具 ・ ノ ー トは必ず持参すること。

教科書
大庭潤平（編） 作業療法管理学入門 第2版 医歯薬出版株式会社

参考書
丸山仁司・堀本ゆかり （編）
リハビリテ ー ション専門職のための教育学 現場で役立つ「教える技術」 医歯薬出版株式会社
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授 業科目
（必）作業療法教育論

単位数I年次
ー3

 
:: 1時1

間
：

文 I （保健学：：士） ：岡 ：子＜：校講師＞
作業療法士

授業概要
作業療法における養成教育や臨床実習，卒後の生涯教育のシステムと目的等を通し，教育の

概念と役割を学習する。作業療法士としての将来を見据え，学ぶ意味・姿勢，教える態度や方
法論を学ぶ。また，作業療法の分野を超えて，社会的・倫理的問題にも触れ，自分自身の人間
形成や人を育てることの楽しさを経験する。

学習目標
l.教育とは何か，理解し説明できる。
2.作業療法分野における教育システムを理解し説明できる。
3.現在の教育について，議論ができる。

授業計画

回 主 題
1 教育とは
2 作業療法分野におけるシステム
3 II 

4 臨床実習について
5 人間形成とセルフマネジメント①
6 II ②
7 まとめ
8 課題発表

履修の認定
出席状況(10%)、授業態度・ディスカッションヘの取り組み姿勢・課題発表・課題提出等

(90%） を勘案し、評価する。

教科書
1.作業療法管理学入門第2版
2.配布資料

医歯薬出版株式会社
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授 業 科 目
（必）作業療法評価学I

（概論）
早門 I

年次

|：: 1時:
日’

。数 1 （医科学{；[)稲： 惇□く本校溝師＞
作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
作業療法の中核の一つとなる評価について、意義や目的、重要性を理解しつつ、知識と
ともに実践する能力を身につけていく。

学習目標
1. 評価の目的と流れを理解し、説明できる。
2. 評価の概略（目的・ 一般的手順を含む）を説明できる。
3. 作業療法士が臨床で用いる一般的な評価について、正しく実施できる。

授業計画
回 主 題
1 作業療法評価の目的、作業療法評価の流れ
2 評価面接、意識の評価
3 血圧・脈拍
4 形態測定
5 II 

6 関節可動域測定
7 II 

8 II 

， 実技試験
1 0 II 

1 1 II 

1 2 II 

1 3 II 

1 4 II 

1 5 定期試 験

履修の認定
実技試験(50%)、定期試験(50%）とする。
※実技試験と定期試験それぞれで6割を超えていないと単位の認定を認めない。

教科書

1. 標準作業療法学作業療法評価学 医学書院
2. PT • OTのための臨床技能とOSCE 金平出版株式会社
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授 業 科 目 1 単位数 1 年次

（必）作業療法評価学II I I I 2 

学期 1 時間数 1 担 当 教 員

前期 3 0 （経営修士）桂 雅俊 く本校講師＞
（各論I) 作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
本授業は、 作業療法における主要な評価・測定の方法である徒手筋力検査法について、 意義や目的、 重要

性を理解しつつ、 知識とともに実践する能力を身につけられるように主として実技形式にて行っていく。 国

家試験にも頻回に出題される分野であるため教科書の図と照らし合わせつつ、 内容の理解・実践を進める。

学習目標
1. 評価の概略（徒手筋力検査法の定義・目的・一般的手順を含む）を説明できる。

2. 対象者を想定した筋力検査の実施や検査介入時の挨拶・目的説明・姿勢観察ができる。

3. 各段階に応じた正確な検査方法（抵抗及び筋の触診）を行うことができる。

授業計画

回 主 題

1 徒手筋力検査法について（概論）

2 筋力検査1 肩甲帯

3 筋力検査2 上肢① 肩関節

4 筋力検査3 上肢② 肘関節

5 筋力検査4 上肢③ 前腕・手関節

6 筋力検査5 下肢① 股関節

7 筋力検査6 下肢② 膝関節

8 実技試験I

， 実技試験Il

1 0 実技試験III

1 1 実技試験w

1 2 実技試験v

1 3 実技試験VI

1 4 実技試験VII

1 5 定期試験（筆記：基礎的知識確認）

履修の認定
実技試験(45%)、 定期試験(45%)、 出席・学習態度など(10%）を勘案し認定する。

なお、 実技試験・定期試験ともにそれぞれ6割以上の点数を満たすことを単位認定の条件とする。

備考
実技を中心に行うため、 学校指定の白衣着用にて実施する（事前に説明を行う）。

実技は2~3名l組で学習し、 実技試験は同じ組で実施する。 グルー プの構成は担当教員が決定する。 実技

学習や試験の進行により、 授業回数と内容が異なる場合がある。

教科書
1. 新・徒手筋力検査法 第10版 Dale Avers、 Marybeth Brown 共同医書出版社

2. 標準作業療法学 作業療法評価学 第3版 医学書院

参考書
1. PT· OTのための臨床技能とOSCE 第2版
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授 業 科 目

（必）作業療法評価学III
（各論II)

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
ー2 I 前期 I 3 o 

担 当 教 員

（医科学修士） 箭野 豊 く本校講師＞

作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
作業療法の中核の一つとなる衛次脳機能検査の評価について、 意義や目的、 重要性を理解し

つつ、 知識とともに実践する能力を身につけていく。
収集した情報の因果関係を考え、 分析する能力を身につける。
実習において正確に高次脳機能検査が遂行できる。

学習目標
1. 評価の概略（検査の目的・意義・一般的手順を含む）を説明できる。
2. 作業療法士が臨床で用いる一般的な評価技術について、 その理論を説明でき、 かつ正しく

実施できる。
3. 「何のために評価するのか」 「何を評価するのか」を説明できる。
4. 収集した情報を分析・解釈・統合する作業ができる。

授業計画

回 主 題

1 裔次脳機能検査の概論
2 検査に必要な注意事項と実技説明
3 認知機能評価 MMSE 
4 認知機能評価 Kohs立方体
5 前頭葉機能評価 FAB 
6 注意機能の評価 TMT-A/B 
7 記憶の評価三宅式記銘力検査・ウエクスラ ー記憶検査
8 上肢機能検査STEFF • Fugl -Meyer Assessment 
， 実技①

1 0 実技②
1 1 実技③
1 2 実技④
1 3 実技⑤
1 4 実技⑥
1 5 定期試験

履修の認定
ノ ート提出や実技テスト、 定期試験にて成績評価する。
出席数、 持童惣、 学習態度、 実技への取り組み等も含め、 総合的に判断する。
教科書・筆記用具・検査道具（授業で指定）・ ノ ートは盗ず持参すること。
定期試験60％以上、 実技試験60％以上で履修を認定する。

備考
実技を中心に行うため、 学校指定の白衣着用にて実施する（事前説明する）。
実技は1グループ4~5名、 2~3名1組で学習し、 実技試験は同じ組で実施する。
グループの構成は学科教員が決定する。
検査に必要な用具（ストップウォッチ、 バインダー、 筆記用具、 検査器具収納ケ ースなど）

は授業にて解説したのち、 各自購入をして検査方法を学ぶ。

教科書
標準作業療法学 作業療法評価学 医学書院

参考書
高次脳機能障害学 医歯薬出版株式会社
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（ピ）作：こ:i□V
I

単
イ］］

年次
| ：： I 時

3間。数

（各論III)

担 当 教 員
佐野秀平 く非常勤講師＞
海辺の杜ホスピタル作業療法士

授業概要
精神障害に対する作業療法について学習する。作業療法の実施過程を学ぶとともに、精神科

における評価について面接・観察の視点を学び全体像をとらえることができる。

学習目標
1.精神障害作業療法の実施過程について学び、作業療法の具体的な展開の仕方を理解し、説

明することができる。
2.評価の目的、具体的な評価の方法などについて説明できる。

3.作業療法における面接・観察の方法や視点を説明することができる。
4.評価で使用する尺度を理解し、使用することができる。
5.認知機能のリハビリテ ーションについて理解し、使用することができる。

授業計画

回 主 題
1 作業療法の過程
2 精神障害作業療法の評価精神科分野における評価 とは

3 評価項目
4 情報と収集
5 作業療法における面接について
6 作業療法における観察について
7 作業面接の観察・面接の視点
8 精神科で使用する評価尺度の紹介(LASMI, PANSS) 
，

 

II 

1 0 評価実践演習（日本作業療法士協会アセスメントシート）
1 1 I 11 (BACS評価）
1 2 神経認知と社会認知について
1 3 認知矯正療法 NEAR の紹介、メタ認知トレーニングの紹介
1 4 認知機能リハビリテ ーション演習(NEAR、 MCT)
1 5 定期試験

履修の認定
筆記試験、提出物、出席

教科書
1.精神障害と作業療法新版 山根寛
2.ひとと集団。場 第2版

三輪書店
三輪書店

参考書
精神疾患の理解と精神科作業療法第2版 中央法規
精神疾患における認知機能障害の矯正法臨床家マニュアル星和書店
各種資料
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授 業 科 目
（必）精神障害作業療法

評価実習
叩門 I

年

2次 1 ::［□9| （医博) :田 ：苗く：校講i>
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
事例を通して精神障害者に対する評価の意味、各項目の重要度について教授する。与えられた情報で

専門用語を用いて記載する技術を学ぶ。症例を通して疾患を抱える個人の理解を深め課題や目標につい
て抽出できるように考え方を学ぶ。精神科で必要な薬物療法の目的や治療に際して留意する点を学ぶ。

学習目標
1.各評価項目の目的や一般的手順を説明できる。
2.一般的な評価技術について、その理論を説明でき、かつ正しく実施できる。
3.評価結果から統合と解釈について理解し、症例の間題点の抽出ができ訓練目標を立案できる。
4.薬物療法の目的と対象者が薬物を摂取するにあたっての留意点が理解できる。

授業計画

回 主
1 精神科の評価とは 患者理解の追体験
2 コミュニケ ー ションと評価
3 プロセスレコー ドの目的と記載の仕方

症例を通しての評価と理解
4 情報収集、追体験 ①
5 評価 ②
6 結果と統合(ICF) ③
7 プログラム立案 ④
8 まとめ ⑤ 
9 評価の記載 MTDLPに沿って①

1 0 ②
1 1 症例理解①
1 2 ②
1 3 ③
1 4 ④
1 5 定期テスト

履修の認定

題

実技試験、口頭試間、定期テスト、出席状況、受講態度および提出物などを勘案して認定する。

教科書

1. 精神障害と作業療法 病いを生きる病いと生きる精神認知系作業療法の理論と実践 新版 三輪書店
2.精神障害：身体に働きかける作業療法アプロー チ31 日本作業療法士協会

参考書
1.統合失調症患者の行動特性 その支援とICF
2.生活を支援する 精神障害作業療法急性期から地域実践まで 医歯薬出版
3.精神科の薬がわかる本 医学書院
4.看護者のための精神科薬物療法 中央法規
5.配布資料
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授業 科 目

（必）身体障害作業療法学I
（脳血管障害）

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数
ー2 I 前期 I 3 o

担 当 教 員

（保健学修士）片岡聡子く本校講師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
脳血管障害および脳外傷の臨床像を学ぶとともに、 対象者への発症からの時期に応じた作業

療法アプロ ー チについて学習する。

学習目標
1. 脳血管障害および脳外傷の臨床像について説明できる。
2. 脳血管障害および脳外傷の発症からの時期に応じた作業療法アプロ ー チの内容を列挙でき
る。

授業計画

回 主 題
1 脳卒中の基礎知識
2 機能局在と症状①
3 機能局在と症状②
4 障害像の理解①
5 障害像の理解②
6 障害像の理解③
7 片麻痺の回復過程
8 急性期作業療法①
， II ② 

1 0 回復期作業療法①
1 1 II ② 
1 2 維持期作業療法①
1 3 ＂ ② 
1 4 評価の流れとICF
1 5 定期試験

履修の認定
定期試験(90%)、 出席状況・授業態度・小テスト等(10%）により認定する。

教科書
1. 第3版 リハ実践テクニック 脳卒中

参考書
1. 脳卒中ビジュアルテキスト
2. 理学療法ハンドプック1 · 2 · 3

メジカルビュー社

医学書院
協同医害
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授 業 科目

（必）身体障害作業療法学II
（高次脳機能障害）

単位数 I 年次 I 学期 I 時間数

ー2 I前期I 3 o

担 当 教 員

（医科学修士）稲富 惇ー く本校講師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要

臨床でよくみられ、国家試験にも頻出である高次脳機能障害に関する基礎的知識を習得し、具体的な

作業療法アプロ ー チについて学習する。

学習目標
1. 高次脳機能障害について説明できる。

2. 高次脳機能障害の評価および作業療法アプロ ー チの内容を列挙できる。

授業計画

回 主 題

1 総論、 高次脳機能障害とOT
2 脳画像 脳機能の理解と同定
3 注意障害①
4 注意障害②
5 半側空間無視①
6 半側空間無視②
7 失語症①
8 失語症②
， 失行①

1 0 失行②
1 1 失認①
1 2 失認②
1 3 記憶障害
1 4 遂行機能、 pacing障害
1 5 定期試験

履修の認定
授業態度(10%)、 筆記試験(90%）とする。

教科書

1. 標準作業療法学 高次脳機能作業療法学 第2版

2. 資料配布

参考書
1. ベッドサイドの神経の診かた 南山堂

2. 脳卒中最前線 第4版 福井図彦 他編 医歯薬出版株式会社
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授 業 科 目

（必）身体障害作業療法学IlI
（神経筋疾患）

単位数I年次

ー3 三後期 3 0

担 当 教 員

（学術修士）
萩原 賢二 く本校講師＞ 作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
臨床でよくみられ、 国家試験にも頻出である神経・筋疾患に対する作業療法を習得する。 各疾患の全体像

の把握から評価の視点、 具体的治療内容について講義、 演習する。

学習目標
l. 各疾患の臨床像について説明できる。
2. 各疾患別の評価と作業療法について説明できる。
3. 各疾患についての国家試験レベルの間題を解くことが出来る。

授業計画

回 主 題
1 パー キンソン病の作業療法①
2 I 11 ② 
3 I 11 ③ 
4 脊髄小脳変性症の作業療法①
5 I 11 ② 
6 多発性硬化症の作業療法①
7 I 11 ② 
8 ギランバレー症候群の作業療法①
9 I 11 ② 

1 0 重症筋無力症の作業療法
1 1 筋萎縮性側索硬化症の作業療法
1 2 筋ジストロフィ ーの作業療法①
1 3 I 11 ② 
1 4 まとめ
1 5 定期試 験

履修の認定
出席状況、 授業態度、 小テスト、 筆記試験など

教科書
1. 標準作業療法学 身体機能作業療法学 医学書院
2. 配布資料
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授 業 科 目

（必）身体障害作業療法学IV
（脊髄損傷）

授業概要

単位数 1 年次 I 学期 1時間数
1 I 3 前期 3 0 

担 当 教 員

（経営修士）桂 雅俊 く本校講師＞
作業療法士

0実務経験者による授業科目

本授業は、 作業療法の対象となる疾患の1つである脊髄損傷について、 疾患の特徴や各種評

価の意義・目的を理解し、治療内容を含めて実践する能力を身につけられる ことを目的とする。

また、国家試験にも頻回に出題される内容のた め適宜、国家試験問題を取り入れつつ進める。

学習目標
l. 疾患の特性を理解し、必要な評価項目の列挙、実施ができる(ASIA、Frankel、Zancolli)。
2. 急性期にお ける リスク管理について機序と対応について説明ができる。

3. 各残存機能レベルに合わせたAOL項目について方法が説明できる。

授業計画

回 主 題

1 脊髄損傷の概要•特徴
2 神経症状（排泄機能障害含む）
3 合併症、 作業療法評価(ASIA、 Frankel、Zancolli)
4 臨床徴候による分類、 代償動作
5 中間試験
6 起居・移乗・移動・床上動作
7 脊髄損傷者の臨床像（模擬体験：実技）
8 食事関連
， 整容•更衣関連

1 0 排泄関連
1 1 入浴・住宅改修関連
1 2 環境制御装置、自動車運転関連
1 3 グルー プワ ーク（国家試験対策）
1 4 まとめ
1 5 定期試験

履修の認定
中間試験(45%)、 定期試験(45%)、 出席・学習態度(10%) などを勘案し認定する。
なお、 中間試験・定期試験ともにそれぞれ6割以上の点数を満た すことを単位認定の条件と

する。

教科書
1. 標準作業療法学 身体機能作業療法学 第3版 医学書院

2. 標準作業療法学 作業療法評価学 第3版 医学書院

3. 福祉用具・住環境整備の作業療法 玉垣努 中央法規
4. PT· OTビジュアルテキスト ADL 羊上社

5. 義肢装具学の配布資料

参考書
1. シンプル生理学 改訂第8版 南江堂（自律神経系障害・排泄機能の病態解釈で使用）
2. 脊髄損傷リハビリテ ー ションマニュアル 第3版 医学書院
3. 動画で学ぶ脊髄損傷のリハビリテ ー ション 医学書院
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（必）身イ：こ：こ［；l去演習II |
叫

/|
年次

1:：「9：文 I (医科；：t士） ：：野：ド：［髯師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
高 次 脳機能障害に関する基礎的知識を再確認し、評価の視点から具体的な 治療アプロ ーチについ

て修得する。また、高次脳機能障害に対する接し方や姿勢・動作・活動分析の視点からADLへの介
入も含め 、人と環境の適応過程について、作業活動を治療手段として 提供できる視点を学ぶ。

学習目標
1.高 次 脳機能障害について説明できる。
2.高 次 脳機能障害に対する具体的アプロ ー チについて記述できる。
3.高 次 脳機能障害に対する介入方法を説明できる。
4.課題遂行機能について身体機能（運動学・解剖学・生理学） と神経学的解釈ができる。
5.患者の病期にあわせた 活動の分析と提示について説明できる。

授業計画

回 主 題
1 高 次 脳機能障害とは
2 高 次 脳機能障害に対する作業療法アプロ ー チの概念
3 身体機能と高 次 脳機能障害について（姿勢と視空間について）
4 課題遂行のため に必要な身体機能と神経的解釈
5 病期の特徴と活動の分析①
6 病期の特徴と活動の分析②
7 病期の特徴と活動の分析③
8 演習

※授業の進行により主題内容が前後する場合がある

履修の認定
ノ ート提出や実技テスト、定期試験にて成績評価するが、出席数、持参物、学習態度、実技への

駆り組屹等も含め、総合的に判断する。

教科書
1.標準作業療法学身体機能作業療法学第3版
2.標準作業療法学 作業療法 評価学第3版
3.配布資料

参考書
1.脳卒中最前線 医歯薬出版格式会社
2.中枢神経系疾患に対する作業療法 三輪書店
3.臨床OT-ROM治療三輪書店
4.環境適応 第2版 中枢神経系障害への治療的アプロ ー チ青海社
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授業科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）運動器障害作業療法学 1 2 後期 3 0 （医博）石井 誠二く非常勤講師＞

（整形疾患・脊髄損傷）
総合病院回生病院 作業療法士

矢野 勇介く非常勤講師＞

ライフチェンジ 作業療法士

姫田 敬く非常勤講師＞

だいいちリハビリテ ー ション病院

作業療法士

授業概要

骨折・末梢神経障害や関節リウマチなどの運動器疾患や脊髄損傷に特化し、 現場で患者の治療を実

施している作業療法士による講義から、 実際の治療場面をケ ー スや画像を用いてより具体的に習得す

る。 また基礎的な身体構造をベー スに、 最近の治療の動向もふまえて臨床での治療計画・アプロ ーチ

を効果的に行うための知識を習得する。

学習目標

1. 臨床像について説明できる。

2. 作業療法のアプロ ーチについて説明できる。

3. 作業療法アプロ ーチの理由を機能・構造から説明できる。

授業計画

回 主 題

1 運動器障害作業療法概論 ① 石井 誠二

2 骨折 ② 

3 II ③ 

4 末梢神経損傷 ④ 

5 II ⑤ 

6 手指腱損傷 ⑥ 

7 熱傷・複合組織損傷 ⑦ 

8 炎症性疾患 ⑧ 

， リウマチのADLと自助具 ⑨ 

1 0 リウマチの装具療法 ⑩ 

1 1 脊髄損傷の作業療法の実際 ① 矢野 勇介

1 2 JI ② 

1 3 高齢者の運動器障害に対する作業療法 ① 姫田 敬

1 4 !I ② 

1 5 I! ③ 

1 6 定期試験

履修の認定

定期試験及びレポー トにて認定する。

教科書

1. 標準作業療法学 身体機能作業療法学 第3版 医学書院

2. その他配布資料
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授 業科目

（必）義肢装具学

単□□口王三 I時間数

1 I 3 前期 I 3 o 

担 当 教 員
（医博）石井 誠二 く非常勤講師＞

総合病院回生病院 作業療法士

授業概要
義肢・装具に関する基本的知識を学ぶとともに， その種類と構造， 適応や適合判定について学ぶ。

また， 実際のスプリント作製実習を通し， 道具の扱い方や材料の加工方法についても学ぶ。

学習目標
1. 装具（上肢， 下肢， 体幹， 靴型）の適応について説明できる。
2. 義手や義足の種類と各部位の名称， その構造について説明できる。
3. 義肢・装具の適合判定を習得する。
4. スプリント作製実習により， 装具の加工方法について学ぶ。

授業計画

回 主 題

1 義肢装具学 概論 歴史と目的， 適応と治療・訓練

2 ＂ 切断とリハビリテ ー ション

3 義肢装具学 各論 義手の分類， 能動義手の構成要素

4 II 義手の構造と種類の理解

5 II 能動技手の操作方法と適合判定

6 11 動力義手について（主に筋電電動義手）

7 II 下肢切断，義足の種類と適応

8 II 装具療法の目的， 分類

， II 上肢装具と手指装具の種類と適応

1 0 II 骨関節疾患および頸髄損傷者の装具療法

1 1 II リウマチ・熱傷•関節拘縮の装具療法

1 2 II スプリント作製における採型・採寸法と注意点

1 3 II Splintingに必要な機能解剖と運動力学

1 4 11 上肢装具の作製と適合判定

1 5 定期試験

履修の認定
筆記試験， 出席状況， 授業態度

教科書
1. 作業療法全書 第9巻 作業療法技術学l「義肢装具学」 （協同医書出版）
2. その他， 配布資料

参考書
。義肢学（医歯薬出版株式会社）

・装具学（医歯薬出版株式会社）
。義肢装具のチェックポイント（医学書院）
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（必）心
を

部；ぇ［は包寮法学1
単｛

，
数

1
年次

1 孟悶 I 時：
］

。
数

＼ 安岡希禾丁く非菜勤講悶i>作：療法士

授業概要
呼吸に関する機能。解剖から呼吸の仕組みについて学習し、検査値などの医療現場での実践的な知

識を獲得していく。また、呼吸介助やポジショニングを実技を含め学習していく。そして、がんの種
類やがんのリハビリテーションに触れ、病態や症状に合わせた作業療法の展開について学習を深める。

裔齢化が進んでいる現在、作業療法の対象者も高齢者が増してきている。高齢者の多くは不整脈を
合併し、また既往歴に心筋梗塞や狭心症などの心疾患がある場合がある。作業療法士が作業療法を施
行する際に出現する不整脈を判断することは、リスク管理の上で非常に重要である。

そして、心電図の基本から正常1 2誘導心電図の波形の成り立ち、そして臨床の場面で理解してお
くべき、不整脈の波形について教授する。

学習目標
1.呼吸に関する基礎知識を学ぶ。
2.機能・解剖を知り呼吸の仕組みを知る。
3.作業療法での呼吸療法の講義と、実技演習。
4.喀痰吸引において清潔操作を守り、一連の手技の実技演習が行える。
5.循環器疾患における、病態の理解と説明ができる。
6.がんの病態の理解と、がんのリハビリテーションについて学ぶ。
7.臨床上必要な不整脈の波形が判読できる。

授業計画

回 主 題
1 呼吸器の解剖生理
2 呼吸疾患別の病態理解
3 呼吸疾患におけるリハビリテーションについて
4 呼吸疾患のフィジカルアセスメント。画像診断•ADL評価について
5 呼吸介助と体位ドレナ ージについて
6 喀痰・吸引 ①
7 喀痰・吸引 ② 
8 がんの種類や病態について
9 がんのリハビリテーションについて

1 0 循環器疾患（心疾患・弁膜疾患・血管疾患）
1 1 心臓の解剖生理・正常心電図（心電図の波形と名称）
1 2 正常1 2誘導心電図（肢誘導・胸部誘導）
1 3 不整脈の心電図（頻脈・徐脈・期外収縮）
1 4 不整脈の心電図（房室ブロック・心室内伝導障害・心房細動など）
1 5定 期 試 験

履修の認定
授業出席日 数が2/3以上あることが定期試験の受験のための必須条件。筆記試験(loo%）で判定。

注意事項
配布資料が多いため、紙ファイルを準備し、プリントの管理を行うこと。

参考書
1. 心電図トレーニング
2. 呼吸リハビリテーション
3. リハ実践テクニック呼吸ケア
4. がんのリハビリテーション

小沢友紀雄 中外医学社
高橋仁美宮川哲夫塩谷隆信中山書店

塩谷隆信 高橋仁美 メディカルビュ ー社
辻哲也医学書院
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授 業 科 目 担 当 教 員
（必）発達障害作業療法学I

（正常発達 ・ 評価）

単位数 1 年次 I 学期 1時間数
1 I 2 前期 3 0 （医科学修士）箭野 豊く本校講師＞

作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
正常発達の基礎知識を身につけることが、 対象者のもつ障害を理解することにつながる。 そのため

に必要な評価法の選択 ・ 実施ができるようになることが目的である。 また、 子どもに関わる作業療法
士の資質・視点を身につける。

学習目標
1. 発達障害に対する作業療法士の役割を説明できる。
2. 正常発達や子どもに対する基本的関わり方を列挙できる。
3. 発達障害に関わる基本的な評価法について説明・実施できる。
4. 重要事項をノ ー トにまとめることができる。

授業計画

回 主 題
1 発達障害についてく定義 ・ 対象疾患・歴史など＞
2 発達障害における作業療法の基本理念
3 原始反射について
4 正常発達の基礎知識
5 ①姿勢・移動運動の発達
6 I 11 

7 I II 

8 ②目と手の協調性の発達
9 ③認知機能の発達

l O I II 

1 1 ④心理・社会的機能の発達
1 2 ⑤遊びの発達
1 3正常発達と評価
1 4 I II 

1 5定期試験

履修の認定
ノ ー ト作成と提出、 定期試験、 出席、 学習態度、 提坦物、 定期試験などを勘案し認定する。 また、

教科書 ・ 筆記用具 ・ ノー トは必ず持参すること。

教科書
1. 標準理学療法学 ・ 作業療法学 人間発達学 医学書院
2. 脳性麻痺の反射検査 早期診断と治療の手がかり 第2版 医歯薬出版
3. 配布資料
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（必）、：：；：乍：療法学 III
単イ

［
数

1
年次

1 ご悶 I
時

3呵9:
担 当 教 員

（医科学修士）箭野豊く本校講師＞
作業療法士（治療学）
0実務経験者による授業科目

授業概要
発達障害の各疾患に対する作業療法の基礎知識及び、技法について学ぶ。また、発達過程で生じる

機能・能カ・社会的対応課題について理解を深める。

学習目標
l. 各疾患に対する作業療法アプロ ー チの内容を説明できる。
2.対象者を発達過程にあるものとして とらえ、作業療法の必要性について説明することができる。
3.重要事項をノ ー トにまとめることができる。

授業計画

回 主 題
1 発達障害の作業療法における治療理論
2 発達障害の疾患別作業療法① （知的障害）
3 II ② （ダウン症候群）
4 JI ③ （重症心身障害児／者障害）
5 II ④ （二分脊椎）
6 II ⑤ （自閉症スペクトラム）
7 II ⑥(ADHD • LO)
8 II ⑦ （治療）
， II ⑧ （事例）

1 0 II ⑨ （脳性麻痺）
1 1 11 ⑩ ( II ）
1 2 11 ⑪ ( II ）
1 3 II ⑫ ( II ）
1 4 II ⑬ ( II ）
1 5 II ⑭ ( II ）
1 6 定期試験

履修の認定
乙了上作成と提出、定期試験、出席、学習態度ふ--提出物、定期試験などを勘案し認定する。また、

教科書 ・ 筆記用具 ・ ノー トは必ず持参すること。
---------------- � ---------------------------------------------------------------------

教科書
1.標準作業療法学 発達過程 作業療法学第3版 医学書院
2.脳性麻痺の反射検査早期診断と治療の手がかり 第2版 医歯薬出版
3.配布資料
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授 業 科目
（必）精神障害作業療法学I

（治療構造・統合失調症）

単位数I年次
ー3

 
二 I時:

?

'。数1（医博） ：田 ：苗 :本校：師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
精神障害者を取り巻く歴史を理解し、精神障害者に対する理解を深めるとともに、精神障害者に対するリ

ハビリテ ー ション、 作業療法の役割を学習する。

学習目標
1.精神医療の歴史と精神障害者について理解できる
2. 精神障害者とリハビリテ ー ション並びに作業療法について理解できる
3. 精神疾患と発達論の関係性を理解できる
4. 統合失調症者に対する作業療法の役割を理解し説明することができる
5. 作業療法の薬物療法について理解できる
6.精神科作業療法に関連する基本的知識を学び説明することができる

授業計画

回 主 題
1 精神障害者とリハビリテ ー ション
2 精神障害を取り巻く歴史
3 精神障害に対する作業療法における視点
4 早期退院・退院支援と生活援助の実際
5 精神障害者の理解（統合失調症）
6 統合失調症者の行動特性
7 映画鑑賞①
8 ② 
9 精神疾患と発達論①

1 0 ②
1 1 精神障害の治療機序
1 2 作業療法の治療構造①
1 3 ②
1 4 ③
1 5 I定期試験

履修の認定
筆記試験、提出物、出席、 授業態度

教科書
1.精神障害と作業療法 新版
2.ひとと集団・場一治療や援助、支援における場と集団のもちい方 新版

三輪書店
三輪書店

参考書
1.生活を支援する 精神障害作業療法急性期から地域実践まで第2版医歯薬出版
2.統合失調底患者の行動特性 その支援と ICF 金剛出版
3.作業療法学全書第5巻 協同医学出版社
4.運動プログラム実践ガイドプック MEDICAL VIEW
5.精神疾患の理解と精神科作業療法第2版 中央法規
6.こころの病に効く薬 星和書店
7.精神科の薬 がわかる本 医学書院
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授 業 科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）精神障害作業療法学II 1 3 後期 3 0 （医博）畑田 早苗 く本校講師＞

（疾患別治療法） 作業療法士

（学術修士）萩原 賢二 く本校講師＞

作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
精神障害への理解を深め、 治療過程による関わりを学習する。

精神科作業療法における知識、 技能を学習する。

事例を通して精神障害者に対する作業療法アプロ ー チの統合を図る。

脳機能と精神症状、 身体症状の関連性を理解し実践する。

学習目標
1. 精神障害者に対する医学的知識の確認と復習を行い、 各疾患に対する作業療法を理解し説明できる。 ま

た、 個別性を重視した治療計画の立案をし、 目的に合わせて段階付けを行うことができる。

2. 疾患別の作業療法を理解し説明できる。

授業計画

回 主 題

1 統合失調症の作業療法①

2 ② 

3 文献検索について

4 精神疾患の運動療法①

5 ② 

6 ③ 

7 気分障害の作業療法

8 神経症性障害の作業療法

， パー ソナリティ障害の作業療法

1 0 摂食障害の作業療法

1 1 発達障害の作業療法

1 2 てんかんの作業療法

1 3 アルコ ール ・ 薬物依存症の作業療法

1 4 まとめ

1 5 定期試験

履修の認定

筆記試験、 提出物、 出席、 授業態度

教科書
1. 精神障害と作業療法 新版 三輪書店

参考書
l. 生活を支援する 精神障害作業療法 急性期から地域実践まで 第2版 医歯薬出版

2. 作業療法学全書 第5巻 精神障害 協同医書出版

3. 統合失調症患者の行動特性 その支援とICF 金剛出版

4. 運動プログラム実践ガイドブック MEDICAL VIEW 

5. 精神疾患の理解と精神科作業療法 第2版 中央法規
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授 業 科 目
（必）日常生活活動学演習I 早庁勺

年

2次1 ご悶 I
時

1間9
[

| （保健学{;[:）片悶 聡予く本：講師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
後期前半は、脳血管障害者の検査・測定と日常生活動作との関連について、ビデオケースを通して統合と

解釈を行う。
後期後半はビデオケースの各動作場面の分析と、正常動作との比較をすることにより、問題点の抽出と治

療への思考過程を経験する。

学習目標
1.脳血管障害者の動作を観察し、特徴を捉えることができる。
2. 日常生活活動の動作分析と各種検査結果との関連性について説明できる。
3. 2.より、対象者の問題点を抽出できる。

授業計画

回 主 題
1 評価とは
2 評価の流れと視点
3 評価の統合と解釈（ビデオケ ーススタディ）①姿勢
4 ＂ ②起居•以上
5 II ③机上活動
6 II ④歩行
7 片麻痺の評価まとめ 間題点の抽出
8 II 目標設定

履修の認定
出席状況(20%)、授業態度、発言回数、発言内容、技術習得度、各種課題等(80%）により認定する。

教科書
1. 動作分析 臨床活用講座 バイオメカニクスに基づく臨床推論の実践
2. 配布資料

参考書
1.標準作業療法学身体機能作業療法学 医学書院

メジカルビュ ー社
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 →
昌ヽ

（必）日常生活活動学演習Il 1 2 後期 1 5 （医科 学修士）箭野 豊く本校講師＞

授業概要

1. 介入の基本原則・障害別介助の特徴と 留意点を学習する。
2.正常動作や介入方法を実際に体験学習する。

作業療法士
上居 道康く非常勤講師＞
南松山病院 作業療法士

0実務経験者による 授業科目

3.起居・移動・移乗動作について介入方法を学び、臨床実習において実践できること。

学習目標
1. 動作介入の意義と目的、留意点について説明ができる。
2.起居・移乗・移動の介入方法を実施。説明できる。
3.車椅子の機能構造を説明 し、シーティング技術の意義と目的 を説明できる。

授業計画

回
1 
2 

3 

4 
5 

6 

7 

8 

主 題
動作介入の意義・目的
介入の仕方を理解するための基礎知識（正常動作分析含む）
起居動作介入（基礎的起居動作介助）
移動動作介入基礎的移動動作介助）
各種福祉鯛の機能構造の理解① ｝
各種福祉機器の機能構造の理解② 担当：上居 道康
起居動作介助③（福祉用具を活用した介助法） ＜非常勤講師＞
移動動作介助③（福祉機器を活用した介助法）

※非常勤講師の講義は授業日程に変更がある場合がある。

履修の認定
ノ ート 提出や実技テスト、定期試験にて成績評価するが、出席数、持参物、学習態度、実技への取り組］だ

等も含め、総合的 に判断する。敦杜書・筆記用具・ノ ート は必ず持参すること。
定期試験は、箭野担当分60％以上、土居担当分60％以上の成績で履修を認定するQ

備考

各授業の中で実技を提示し、体験学習を行う。学校指定の白衣が 必要な場合 は随時事前連絡する。
非常勤講師 土居道康先生の授業は学校指定の白衣 を着用し受講すること。

教科書
1.動作分析 臨床活用講座バイオメカニクスに基づく臨床推論の実践 石井慎一郎 メジカルビュ ー社
2.福祉用具・住環境整備の作業療法 玉垣努 中央法規
3.配布資料

参考書
1. PT· OTのためのOSCE臨床力が身につく実践 テキスト オ藤栄一 金原出版
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授 業 科 目
（必）精神障害作業療法演習I

単位数I年次I学期I時間数
ー3 I 前期 I 1 5 

担 当 教 員
（医博）畑田 早苗く本校講師＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要

これまで学習してきた知識や技術を、 症例を通して理解し、 統合していく。 また、 各疾患担当にて評

価から間題点の抽出、 プラン作成から具体的プログラムの立案までをシミュレーションし、 作業療法ア

プロー チに関する知識や技術を統合する。

学習目標
1. 各評価項目の目的や一般的手順を説明できる。

2．一般的な評価技術について、 その理論を説明でき、 かつ正しく実施できる。

3. 評価項目の選定、 問題点の抽出、 プランの作成、 具体的プログラムの立案が出来る。 さらに、 症例

に対する考察力を養い、 他者と意見交換が出来る。

授業計画

回 主 題

1 精神科の評価とは 患者理解の追体験とは

2 症例を通しての評価と理解

情報収集、 追体験

3 評価、 結果と統合(ICF)

4 治療目標、 治療プラン

5 治療プログラム

6 まとめ

7 評価演習① MTDLPに沿って

8 II ② 

， 定期試験

履修の認定
実技試験、 口頭試間、 定期テスト、 出席状況、 受講態度および提出物などを勘案して認定する。

教科書
1. 精神障害と作業療法 病いを生きる病いと生きる精神認知系作業療法の理論と実践 新版 三輪

書店

参考書
1. 統合失調症患者の行動特性 その支援とICF
2. 生活を支援する 精神障害作業療法 急性期から地域実践まで 医歯薬出版
3. 配布資料
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（必）精はこ悶1:［は打去演習 III単イ

f
数

[
F

3次1 ご悶 I
時

1間：
文I （医博）：：田 ：苗く：［校溝片閤＞

作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
精神科作業療法の集団活動における治療構造の組み立てから評価までを学ぶ。

学習目標
1.集団作業療法における治療構造の組み立てができる。
2.集団作業療法の計画立案、実施ができる。
3.集団の評価ができる。

授業計画

回 主
1 作業療法と集団の特性、治療としての集団とは
2 集団力動、集団の成立過程
3 集団の治療構造、パラレ）レ
4 集団の企画・立案・運営の仕方、評価の実際
5 SSTの理論
6 サイコドラマの理論
7 音楽療法の理論
8 グルー プワ ー ク
， 定期試験

履修の認定
定期試験、レポー ト、出席、授業への取り組みの姿勢

教科書
1.ひとと集団・場 一ひとの集まりと場を利用する 一

2.精神障害と作業療法 新版
3.配布資料

参考書
l.精神科作業療法の手引き
2.小集団体験
3.グルー プサイコセラピー

4.音楽療法の手引き
5.音楽療法の実際
6.心理劇の実際
7.わかりやすい生活技能訓練
8. SSTの進歩

題

三輪書店
三輪書店

牧野出版
牧野出版
金剛出版
牧野出版
牧野出版
金剛出版
東大生活技能研究会
ss 普及協会
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（必）精ネ悶章：］には1去演習IlII単イ

［
数

[
F

3次［：盟 I時1間：文 I（医博）は曰 ：苗く：］交講廿悶＞
作業療法士
0実務経験者による授業科目

授業概要
集団作業療法について学び実体験する

学習目標
1. 集団精神療法を学び、実践することで実際の作業療法場面で活用できる
2. 音楽療法を企画立案することで、現場で実践することができる
3. その他芸術療法を実践することで、現場の作業療法場面で活かすことができる

授業計画

回 主 題
1 
2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

SST実践①
② 

サイコドラマ実践（ロ ー ルプレイ中心に、プレイバックシアタ ー）
詩歌療法理論と実践
音楽療法実践
ヨガ療法理論と実践
詩歌療法理論と実践
コラー ジュ療法理論と実践
定期試験

履修の認定
定期試験、レポー ト、出席、授業への取り組みの姿勢

教科書
1.ひとと集団・場 治療や援助 、 支援における場と集団のもちい方
2.精神障害と作業療法 新版
3.配布資料

参考書
1.精神科作業療法の手引き
2.小集団体験
3.グループサイコセラピー

4.音楽療法の手引き
5.音楽療法の実際
6.心理劇の実際
7.わかりやすい生活技能訓練
8. SSTの進歩

三輪書店
三輪書店

牧野出版
牧野出版
金剛出版
牧野出版
牧野出版
金剛出版
東大生活技能研究会
ss 普及協会
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授業科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 /巨2にコヽ

（必）作業療法特論 1 3 後期 3 0 佐藤 孝臣く非常勤講師＞

（トピックス） 株式会社ライフリ ー

作業療法士

授業概要
作業療法士として、 医療現場で必要な最新の知識について学ぶ。 また、 将来、 作業療法士と

して探究心を持ち続け、 自身の歩みを形にしていけるよう研鑽する。

学習目標
l. 作業療法の近年の取り組みについて列挙出来る。

2. 作業療法士としての自身の展望を述べることが出来る。

授業計画

回 主 題

1 介護予防・自立支援 （佐藤孝臣）

2 II 

3 II 

4 児童デイケアの実際 （河本聡志）

5 

6 医療観察法と作業療法 （鶴見隆彦）
7 II 

8 起業の実際と運営について （二神雅ー）
， JI 

1 0 日本作業療法士協会の動向 （二神雅ー）

1 1 II 

1 2 臨床研究について （宮口英樹）

1 3 II 

1 4 II 

1 5 II 

履修の認定
出席状況・受講態度および各種レポート課題等を総合的に勘案して認定する。

教科書
配布資料

他
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授 業科目 単位数I年次I学期I時間数
ー3 I 前期 I 3 o

（必）治療学セミナー

担 当 教 員
山本 伸 一 く非常勤講師＞
山梨リハビリテ ーション病院

他

授業概要
これまで学習してきた知識や技術を、 症例を通して自ら統合していくトレー ニングを行う。
臨床現場で活躍中の作業療法士を講師として招き、 実在のケ ースを提示してケー ススタディ

を行う。 また、 疾患別担当制としてペーパー クライエントを提示し、 討議を重ね評価から問題
点の抽出、 プランの作成から具体的プログラムの立案までをシュミレーションする。

学習目標
1. 作業療法実践者（講師）の知識や技術，症例を通した思考過程を、理解することができる。
2. 各分野の作業療法について， それぞれの理論に基づいた治療実践を模倣し， 自らの意見を述
べることが出来る。

授業計画

回 主 題
1 身体障害作業療法の実際
2 II 

3 ＂ 

4 整形疾患の作業療法
5 II 

6 認知神経リハビリテ ーションとは
7 II 

8 発達障害の地域での実践
， II 

1 0 II 

1 1 II 

1 2 急性期の作業療法
1 3 II 

1 4 心理教育の実際
1 5 II 

履修の認定
出席状況、 授業態度， 各種課題レポー トや発表等を総合的に勘案し認定する。

教科書
指定しない。 （各担当者の指示に従う）
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）地域作業療法学I 1 3 前期 3 0 （経営修士）桂 雅俊く本校講師＞

作業療法士

（医科学修士）稲富 惇ーく本校講師＞

作業療法士

（生活科学修士）川渕 忠義く非常勤講師＞

近森病院 作業療法士

細川 忠く非常勤講師＞

株式会社 ライフチェンジ

0実務経験者による授業科目

授業概要
本授業は、 地域におけるリハビリテーション ・ 作業療法について、 社会保障制度（主に、 医療保険・介獲

保険）の推移を踏まえつつ、 地域包括ケアシステム・介護予防。総合事業・自立支援をキ ー ワ ー ドに講義を

行っていく。また、地域課題の発見・解決に向けてグルー プワ ー クを通した実践型の内容を取り入れていく。

学習目標
1. 社会保障制度（主に、 医療保険。介護保険）について内容を説明できる。

2. 地域における作業療法の在り方について自分の考えをもち言葉で説明することができる。

3. 一般住民や他職種の方々とコミュニケーションを図り、 地域課題の解決に取り組砂ことができる。

授業計画

回
主 題

1 地域リハビリテーションと地域作業療法 （桂 雅俊）

2 社会保障制度（医療保険 ・ 介護保険について） II 

3 地域包括ケアシステムと地域づくり JI 

4 自立支援と介護保険からの卒業 II 

5 地域課題の発見 ・ 解決① （桂 雅俊、 稲富 惇ー）

6 地域課題の発見 ・ 解決② II 

7 地域課題の発見 ・ 解決③ II 

8 地域課題の発見 ・ 解決④ II 

， 地域課題の発見 ・ 解決⑤ JI 

1 0 地域課題の発見。解決⑥ II 

1 1 身障デイサー ビスと訪間看護ステーションにおける作業療法士の役割（細川忠）

1 2 ＂ 

1 3 精神科作業療法における地域支援：精神科デイケアについて （川渕 忠義）

1 4 II 

1 5 定期試験

履修の認定
定期試験(60%)、 グルー プワ ー クヘの参加及び実践内容(10%)、 レポート(20%)、 出席・学習態度

など(10%)を勘案し認定する。

教科書
1. 標準作業療法学 地域作業療法学 第4版 医学書院

2. 標準作業療法学 作業療法評価学 第3版 医学書院

3. 作業療法マニュアル66 生活行為向上マネジメント 改訂第3版 日本作業療法士協会

参考書
特に指定しない。 実践形式のグ）レー プワ ー クでは、 学外施設での資料収集や閲覧を行っていく。
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授業 科目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）地域作業療法学II 1 3 後期 3 0 （医科学修士）稲富 惇ーく本校講師＞
作業療法士
宮崎 宏興く非常勤講師＞
いねいぶる 作業療法士 他

授業概要
地域作業療法学lで学んだ知識をもとに、実場面での地域リハビリテー ションや地域作業療法におけ

る評価・治療・援助の実践過程について学ぶ。

学習目標
1. 在宅生活者に対する地域援助技術について説明できる。

2. ケアマネジメント・ケアアセスメント・ケアプランを説明できる。

3. 訪間・通所リハビリテー ションにおける作業療法士の役割や展開を説明できる。

4. 包括的地域支援を説明できる。

5. コミュニティの中での作業療法士の役割を説明できる。

授業計画

回 主 題
1 地域住民に対する作業療法の展開（稲富 惇ー）
2 II 

3 II 

4 障害者福祉を中心とした作業療法士の町づくりの実践（宮崎 宏興）
5 II 

6 産業作業療法について（元廣 惇）
7 II 

8 福祉保健所での作業療法士の役割と実践（公文 一也）
， II 

1 0 地域で関わる小児作業療法（大熊 将平）
1 1 }} 

1 2 医療現場で求められる作業療法士（宮本 寛）
1 3 II 

1 4 身体障害領域の訪間リハビリテ ー ション（近藤 剛行）
1 5 !I 

履修の認定
出席状況(15%)、 授業態度(5%)、 レポート(60%)、 グループ発表(20%)とする。

※非常勤講師の授業を欠席した場合、 出席点だけでなくレポートの点数も減点になることがある。

教科書
1． 配布資料
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必） 職業前関連活動 1 3 後期 1 5 （経営修士） 桂 雅俊 く本校講師＞

作業療法士

（医科学修士）岡村 忠弘く非常勤講師＞

脳損傷友の会高知青い空 作業療法士

中越 太一く非常勤講師＞

ファミ ーユ裔知 作業療法士

他

0実務経験者による授業科目

授業概要
本授業では、 職業リハビリテ ー ションに取り組むにあたり、 就労に向けての作業療法士の役割及び

制度や法律について学ぶ。 また、 非常勤講師の方々からは就労状況の実際、 各施設の役割、 現場にお

ける評価及び介入についてケ ー スの紹介を交えながら理解できるように講義をすすめる。

学習目標
1. 人にとっての職業の意味や、 就労に関わる作業療法（士）の役割について説明することができる。
2. 日々の生活技術や職務の遂行に必要な活動、 求職のための活動方法を理解することができる。
3. 法制度や事業を知り、 これが職業前関連活動にどう結びつくかについて、 理解し説明することが

できる。

授業計画
回 主 題

1 職業リハビリテ ー ション活動の概念、 就労制度、 雇用形態 （桂 雅俊）

2 就労支援における作業療法評価・実践、 障害者総合支援法 II 

3 ハロ ー ワ ー ク、 障害者職業センタ ーの役割

4 高次脳機能障害者の就労支援① （岡村 忠弘）

5 高次脳機能障害者の就労支援② 11 

6 精神障害者の就労支援① （中越 太一）

7 精神障害者の就労支援② JI 

8 定期試験

※非常勤講師の日程調整に応じて授業内容が前後することがある。

履修の認定
定期試験(70%)、 レポー ト(20%)、 出席・学習態度など(10%)を勘案し認定する。

教科書
1. 標準作業療法学 地域作業療法学 第3版 医学書院

2. 標準作業療法学 作業療法評価学 第3版 医学書院

参考書
1. 作業療法学全書 第3版 作業療法技術学4 職業関連活動 協同医書出版社

2. 作業療法管理学入門 第2版 医歯薬出版
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担 当 教 員

（必）地域生活環境論 1 3 前期 3 0 （医科学修士）稲富 惇ーく本校講師＞

作業療法士

（経営修士 ）桂 雅俊く本校講師＞

作業療法士

0実務経験者による授業科目

授業概要
障害者・高齢者の生活支援のための福祉用具の選択と使用、および生活環境の調整についての基本的

知識と技術を講義・演習・実技を通じて習得する。

学習目標
1. 福祉用具の名称が列挙できるとともに、 その基本的使用方法を説明できる。

2. 各種福祉用具導入の際の作業療法士の役割を説明できる。

3. 主要な障害における住環境整備の概略を説明できる。

4. 疾患の特性や障害のレベルに応じた自助具を考案し、 制作することができる。

授業計画

回 主 題

1 福祉用具総論

2 高齢者を取り巻く社会状況と住環境

3 II 

4 障害者を取り巻く社会状況と住環境

5 II 

6 高齢者・障害者の心身の特性

7 疾患別にみた住環境整備の考え方 脊髄損傷 他

8 II 脳血管障害 他

， II 廃用症候群 他

1 0 II 内部疾患 他

1 1 福祉住環境整備の基本技術

1 2 生活行為別住環境整備の手法

1 3 ＂ 

1 4 在宅生活における福祉用具・自助具の活用

1 5 II 

履修の認定

授業態度(10%)、 筆記試験(90%）とする。

教科書

1. 住環境コ ー ディネ ー タ ー 2級テキスト 東京商工会議所

2. 福祉住環境コ ーディネ ー タ ー2級 重要過去問＆予想模試 ユ ーキャン

参考書

l． 住環境コ ーディネ ー タ ー 2級検定試験 過去5回間題集

2. 住環境コ ーディネ ー タ ー 2級完成間題集

3. 中枢神経系疾患に対する作業療法（手技から福祉用具・住環境まで） 三輪書店
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授業科目
（必）見学実習I

授業概要

単門 I年1次 1 :： 1時’:文| 1
年担任担当教員

（医学修士）稲富惇ー く本校講師＞
作業療法士

前期で学習した医療人としての態度や倫理観をもって臨床現場に赴き，作業療法場面，作業療
法士の役割，多職種との関わり等を見学する。また対象者と接することで，医療人としての態度，
コミュニケー ションスキルを実践的に見につける場とする。これらを通して，作業療法士の職業
イメ ー ジを明確にし，今後身に着ける必要のある知識・技術，態度，人間性等を理解する。

1.臨床現場での作業療法士の役割を説明できる。
2.医療人として適切な態度・礼節を実践し， 対象者と望ましい関係を構築できる。
3.見学したことを書面や口頭で報告することが出来る。

授業計画

ノ刀＼ 野 時 期

身体障害領域
及び 9月下旬予定

精神障害領域

履修の認定
実習への取り組み姿勢・提出物・報告書等の内容・出席状況などを総合的に勘案し認定する。
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授業科目
（必）見学実習II 単{/|

年3次1 ::[99| 3年担任 担当教員

（経営修士）桂雅俊く本校講師＞
作業療法士

授業概要
見学実習IIでは，地域社会への関心を高め，広く見聞を拡げる目的で，医療提供施設以外の介

護•福祉施設を見学する。これらを通して，作業療法士の 職業イメ ー ジを拡充し，職域の拡大や，
より発展的な作業療法の提供の仕方を模索する機会とし，今後身につけるべき知識・教養・情報
は何かを検討する。

1.地域社会での各施設の役割やそこでの 作業療法士の役割を説明できる。
2.医療人として適切な態度・礼節を実践し，対象者や多職種と望ましい関係を構築できる。
3.見学したことを書面や口頭で報告することが出来る。

授業計画

ノ刀＼ 野 時 期

介護保険施設，老人福祉施設，身体
障害者福祉施設，児童福祉施設，等 12月を予定

履修の認定
取り組み姿勢提出物，報告書等の状況，出席状況などを総合的に勘案して認定
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授業科目

（必）見学実習m

（訪問・ 通所リハ）

単位数 I年次 I 学期 I 時間数 担 当 教 員

ー4 I 前期 I 4 5 4年担任：

（医学修士）箭野豊く本校講師＞

作業療法士

授業概要
見学実習IIIでは， 地域社会への関心を裔め， 広く見聞を拡げる目的で， 通所リハビリテ ー ショ

ンおよび訪間リハビリテ ー ションを見学する。 これらを通して， 対象者の地域生活を理解し， そ

の中での課題を発見し， 作業療法士の具体的支援の方法を学ぶ。

1. 地域社会での各施設の役割やそこでの作業療法士の役割を説明できる。

2. 地域で生活する対象者が抱える課題について理解し， 説明できる。

2. 医療人として適切な態度・礼節を実践し， 対象者や多職種と望ましい関係を構築できる。

3. 見学したことを書面や口頭で報告することが出来る。

授業計画

ノ刀＼ 野 時 期

通 所 リハビ リ テ ー シ ョ ン お よ び

訪問リハビリ事業所等 8月を予定

履修の認定
取り組み姿勢， 提出物， 報告書等の状況， 出席状況などを総合的に勘案して認定
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授業科目
（ 必）臨床評価実習

授業概要

叩戸 I年次| ：: I H;門 |2年
担

任：担 当 教 員

（ 学術修士）萩原賢二 く本校講師＞
作業療法士

学生自身が机上の学間のみにとらわれることなく、実際の臨床場面に接することによって、
臨床家としての基本姿勢を自覚することを第一義とする。教育的配慮のなされた職場の中で、

作業療法士として対象者の「個人」レベルに視点を置くことの重要性に気付き、その一助と
なる様々な評価技法を実践することを目標に4週間実施する。また、実習終了後、本校におい
て症例検討会を行う。

学習目標
それまでに受けた全ての教育を自己の内に統合し、作業療法士として社会に踏み出す準備を

するために、教育的配慮がなされた環境、すなわち臨床実習指導者の下で対象者に必要な評価
技法を実践することで作業療法の重要性を認識し、説明することができる。

また、評価を実施するのに相応しい態度と技術、臨床家としてのマナー を習得し、臨床の場
で用いることができる。

授業計画

分 野
身体障害・精神障害・
発達障害・老年期障害

より1施設

履修の認定

実 習 期 間
令和5年11月27日（月） ～12月23日（士）

臨床評価実習
症例報告会は、令和6年1月中旬頃を予定

臨床実習指導者による評価(60%)、提出物・症例報告会に向けての取り組み状況・症例報告
会発表内容，聴講態度等(40%)により評価し，認定する。

90



授業科目
（必）臨床総合実習I 単戸 I

年次

| ：： I 門9 | 3 年担任：担 当 教 員

（経営修士）桂雅俊 く本校講師＞
作業療法士

授業概要
2 年次 までに修得した評価技法を用いて、対象者の全体像の把握が出来ることを基礎とし、

治療プログラムの立案、実践を試み、対象者との治療関係を構築するとともに、対象者のニー

ズに結びつけた援助をする能力を培う。
また、多くの対象者に接することで体験を積むと同時に、学生自身の自分への気づきや、セ

ラピストとしての洞察カ・考察力を高めることを目標に実施する。

学習目標
2 年次 までに受けた全ての教育を自己の内に統合し、作業療法士として社会に踏み出す準備

をするために、教育的配慮がなされた環境、すなわち臨床実習指導者の下、対象者に必要な評
価技法を実践することで作業療法の重要性を認識し、説明することができる。

また、評価を実施するのに相応しい態度と技術、臨床家としてのマナ ーを修得し、臨床の場
で用いることができる。

授業計画

ノ刀＼ 野 期 間

身体障害・精神障害•発達障害 令和6 年1月8日（月） ～ 3月2日（上）
老年期障害•福祉施設のうち1施設 症例報告会は、3月上旬頃を予定

履修の認定
臨床実習指導者による評価(60%）、提出物・症例報告会に向けての取り組み状況・症例報告会

発表内容，聴講態度等(40%)により評価し，認定する。
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授 業 科 目 単位数 年次 学期 時間数 担  当  教  員 
(必)臨床総合実習Ⅱ 10 ４ 前期 450 ４年担任： 

（医科学修士）箭野 豊＜本校講師＞ 

作業療法士 

授業概要 
３年次までに修得した知識と技術を臨床場面で総合的に結び付け、作業療法士としての専門

性を生かした治療プログラムの立案、実施ができる基礎能力を身につけます。また、実習指導

者への報告、相談はもとより、ケースを通して他職種への報告。相談など臨床の場で必要な連

携を学ぶと同時に、セラピストとして求められる創造性や探究心を培うことを目標にします。 

学習目標 
３年次までの全ての学習を統合して、実習指導者の指導を受けながら、一人のセラピストと

して、評価、治療を実施することが出来る。また、必要に応じて、関連職種と情報交換ができ、

連携をはかることが出来る。探究心や創造性を持って対象者に携わることが出来る。 

授業計画 

分 野 期 間 

身体障害・精神障害・発達障害 

老年期障害・福祉施設等のうち 1 施設 

令和 5 年 5 月 15 日（月）～ 7 月 22 日（土） 

症例報告会は、7 月下旬頃を予定 

履修の認定 
臨床実習指導者による評価(60%)、提出物・症例報告会に向けての取り組み状況・症例報告会

発表内容，聴講態度等（40％）により評価し，認定する。 

92


	１★OTシラバス
	作業療法学科教育課程表
	時間割（1学年）
	時間割（2学年）
	時間割（3学年）
	時間割（4学年）
	目次

	２★OT中扉
	基礎分野

	３★OT基礎
	人間科学概論
	社会福祉学概論
	日本語表現法
	保健用語
	基礎英語
	医学英語
	医療統計学
	情報処理入門
	医療コミュニケーション論
	保健体育

	４★OT中扉
	専門基礎分野

	５★OT専門基礎
	人体の構造機能入門
	人体の構造I
	人体の構造II
	人体の機能I
	人体の機能II
	人体の構造機能演習
	脳科学概論
	人間発達学
	運動学I
	運動学Ⅱ
	運動学実習
	体表解剖学
	病理学
	病理学演習
	内科学
	整形外科学
	精神医学
	小児科学
	神経内科学
	臨床心理学
	作業療法神経学
	整形外科学演習
	神経内科学演習
	精神医学演習
	栄養と薬剤
	災害と救急救命
	リハビリテーション概論
	リハビリテーション医学
	医療倫理学
	理学療法概論

	６★OT中扉
	専門分野

	７★OT専門１
	作業療法概論
	基礎作業学
	基礎作業学実習
	作業療法セミナーI
	作業療法セミナーIl
	作業療法セミナーIII
	作業療法研究法
	卒業研究
	臨床実習入門I
	臨床実習入門Il
	作業療部門管理論
	作業療法教育論
	作業療法評価学I
	作業療法評価学II
	作業療法評価学III
	作業療法評価学Ⅳ
	精神障害作業療法評価実習
	身体障害作業療法評価実習
	身体障害作業療法学I
	身体障害作業療法学II
	身体障害作業療法学IlI
	身体障害作業療法学IV

	８★OT専門２
	８★OT専門２
	身体障害作業療法演習II
	運動器障害作業療法学
	義肢装具学
	内部障害作業療法学
	発達障害作業療法学I
	発達障害作業療法学II
	精神障害作業療法学I
	精神障害作業療法学II
	日常生活活動学
	日常生活活動学演習I
	日常生活活動学演習Il
	老年期障害作業療法学
	精神障害作業療法演習I
	精神障害作業療法演習Ⅱ
	精神障害作業療法演習Ⅲ
	作業療法特論
	治療学セミナー
	地域作業療法学I
	地域作業療法学II
	職業前関連活動
	地域生活環境論
	見学実習I
	見学実習II
	見学実習Ⅲ
	臨床評価実習
	臨床総合実習I

	臨床総合実習Ⅱ




